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.
:冲
师
階
嫌£

避
の
：一
考
察

四
〇

C

九
：ニ
六0

:
い
：
て1

:軍
隊
そ
わ
も
の
畫
:1
1

^
舍

老

！

念
.器

食

で

.ぶ
な
：

「

い
0 

: 

'

'■:
:

•,
,

へ

.

俸

給

暴

者

は

、.

フ
ァ
ッ〔

シ
ズ
ふ
運
勘
に
對
し
：て
は
、
殆
ふ
ど
參
加
^
て
ゐ
汝
^
で
、
.將
來
そ
め
參
加
の
程
度
も
養
し
く
な
い
と 

驚
へ
&
れ

る

.何
と
.な

れ

ば

：：日

本
'の
：ス
：
.
&
.
レ
'タ
^
ア
社
.
#運
動

が

、
；
甚

衣

强

カ

セ

，
は

&
く
、
且
つ
俸
給
生
活
奢
の
生
活
態
度
は
、
比 

較
的
進
步
的
で
I

■
か
ら
で
.あ
る
；デ
故
.に
も
し
、
■こ
.の
唐

の

社

會

的

運

動

の

，始

め

ら

'れ
f

-f
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
運
動
と
は
別
種
&
、
 

-L
か
も
.フ
'P
レ
ク

リ
ブ
社
會
主
義
^
赢

.別

.せ
ら
る
ぺ
き
何
等
か
の
靡
の
形
態
を
採
る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
ら
れ
る
o 

.

.
:要
す
る
.に
•
日
本
の
中
間
階
級
は
、
：未
だ
斷
然
フ
ァ
； 

そこに日本フアッシズ 

.ム
の
ド
ィ
ッ
そ
の
他
.のシナ

.ッ
シ
x

A

i異
る
形
態
が
务
る
の
セ
ば
な
い
か
と
奢
べ
ら
れ
る
-o
日

本

：の

中

間

階

級

は

何

等

か

の

運

動

っ 

機
關
を
要
求
し
て
ゐ
る
や
ぅ
で
は
I

。
そ
れ
は
い
ま
全
く
十
字
路
に
立
'つ

て

ゐ

る

.-
°
し
が
1
な
が
ら
、
中
間
階
級
、
殊
に
新
中
間
階 

顧
の
大
多
數
忙
と
？

は
、
.ファッシズムに轉向する

§
は
、
そ
の
思
想
の
進
歩
性
が
許
さ
ぬ
で
あ
ら
ぅ
0
.か
く
て
、
フ,

ッ
シ
ズ 

ム
運0-l.ulr

の
團
體
は
從
矿
の
反
動
的
團
體
か
ち
の
發

-M
で
あ
り
、
か
く
の
如
き
種
類
の
團
體
が
、
.中
間
階
級
獲
得
の
た
め
に
、
そ 

'れ
ら
の
册
に
呼
び
御
け
つ
人
あ
る
と
い
.ふ
の
が
、

.現
在
の
有
樣
で
あ
る
。

1.

九
一
一1

1
1ー
年
六
月
±

1

日

稿

了

.

.

附

言

.こ
の
一
文
は
五

*月
六

•
七
顿
日
に
渉
っ
て
大
阪
商
大
及
び
掘
西
大
學
に
開
催
さ
れ
た
日
本
社

#
學

會

大

會

に

お

け

る

響

の

報

^

要
領 

.で
あ
つ
て
フ
フ
ア
ッ
シ
ズ
ム
の
社
會
的
菽
礎
し
と
題
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
位
中
間
階
級
問
題
の
序
論
と
し
て
蒙
れ
た
も
の
で
あ 

る
こ
れ
を
避
會
と
し
て
中
間
階
級
問
題
に
對
す
る
論
统
を
進
め
た
ぃ
考
へ
で
あ
る0

加

田

哲

ニ

追

記

滿

洲

に

於

け

ろ

「

弗

外

交

」

の

發

端

.

.

. 

-■ 

•

.伊

.

藤

 

' 

秀

一

• 

• 

•
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.

.

' 

. 

.. 

' 

.

.f

.
第
十
九
世
紀
I

I

當
り
、
麗

巴

列

强

に一

步
遲
れ
て
帝
國
塞
的
な
世
界
分
p

i
加
し
た
米
國
は
、
布
®
及
び
、
比
律
賓

群
島
の
獲
得
に
ょ
っ
て
、
太
平
洋
上Q

一
 

大
勢
力
を
形
成
す
る
藍
っ
た
。
.而
し
て
此
^
新
し
い
對
外
政
策
^
時
代
は
む
し
い
言

n
ゝ

と
新
し
い
型
の
爾
冢
と
を
必
要
と
し
た
。
'大
親
領
ル
丨
ズ
ベ
ル
ト(

•一
 

九
〇
丁
一 

九
o
九
年)

は
、
合
衆
國
の
對
論
外
政
背
に

.於
て
、
合
衆
國
が
新
し
い
蜃
、
即
ち
金
融
資
本
と
湛
主
義
の
證
に
移
っ
た
H

ら
麗
し
た
の
で
ぁ
る」(

1〕

彼
は
次
ヴ

如
く
豪
語
し
て
居
る
、「

我
國
の
支
觀
域
の
仲
張
は
廣
大
で
ぁ
り
、
わ
が
勢
力
圈
の
•伸
張
は
更
に
一
麗
大
で
I

。
太
平
洋
に
於
け

る
米
國
の
地
理
的
地
位
は
、
將
來
に
於
て
此
の
海
徉
の
平
和
的
安
配
を
保
障
す
る
に
足
る」

と
0(

2〕

.

?〕

.•ホ.ク
ロ
フ
ス
キ
.？
監
輯
池
米
合
衆

國

史
ニ
.一
 
一
:九

四

茛.
.
.
.
.
. 

*

,
3 

R
c
o
s
n
w
l
-

 V. I, P. 393，
N
e
l
g

 &

 Freeman” Dollar D
i
p
l
o
m
l

 pp. S9.40.

,

太
平
洋
上
の
斯
か
る
勢
ヵ
に
立
脚
す
る
ァ
メ
リ
ヵ
帝
國
主
義
.の
極
東
進
出
が
、
.先
づ
支
那
大
陸
に
對
す
-2
>
す
戶
旧
放」

の
庄
免
と 

滿
洲
に
於
け
る
#
外

交

.の

發

喘

fe
l

.
G
J

孓



h 
11, 
I

滿
f

於
.け
る
沸
外
;I
の
發
端 

.

四
ニ 

(

九
.ニ
八〕

な
‘っ
て
現
は
れ
次
と
い
、ふ
事
情
に
就
て
は
旣
に
記
VL
た
。？
V

斯
か
る
政
策
に
よ
っ
て
來
國
は
、
自
國
獨
特
の
地
位
を
民
主
的
a
っ
平

和
的
の
も
の
と

し

て
擬
裝
し
、
英
國
や
佛
蘭
.西
や
露
西
蓝
の
帝
國
主
義
的
政
策
'<
?
:對
立
せ
も
め
る
こ
と
が
出
來
た
。
而
し
て
此
第
に
よ

っ
て
支
那
の
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
や
民
主
々
義
的
知
識
階
級
の
'共
鳴
を
惹
き
、
總
て
の「

勢
方
範
圍」

に
於
て
通
商
の
道
を
打
開
す
る
こ

と
が
出
來
た
の
で
あ
るa

此
の
當
初
に
於
け
る
米
國
の
利
害
が
彥
通
商
上
の
利
雰
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
っ
て
、
對
支
投
資
の

問
題
は
當
時
朱
だ
ァ
メ
リ
力
.資
本
、議
の
關
心
奪
な
か
っ
た
か
、
或
ひ
は
高
々
通
商
上
の
利
害
と
關
聯
し
て
の
み
考
慮
せ
ら
れ

た

に
 

過
ぎ
な
か
っ
た
。

.

.

.

.

.

- 

』
• 

,

,

(

3

>
拙
稿
:,
:
ジ
ョ
ン
*
へ
ィ
の
-,
.門
戶
開
放」

宣
言(

本
誌
本
年
ニ
月
號
所
揭
；|
參

照

.

.

.當
時
來
國
は
支
那
に
七
〇
乃
至
八
〇
の
腐
妬
を
有
し
て
居
た
。
其
の
中
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

•
オ
ィ
ル
#-
社
の
：如
き
は
、
油
槽
や
販
賣
避 

置

の

た

.to
に
相
當
巨
額
の
資
本
を
投
じ
、

一
八
九
八
年
に
は
支
那
に
輸
入
せ
ら
れ
た
一.億
ガ
ロ
ン
の
燈
用
石
油
の
半
ば
を
供
給
し
た
。 

又
上
贫
オ
穀
俞
社(

Shanghai 

wice'Min. c
o
m
p
a
n
y
)
、
..

ア
メ
リ
カ
煙
草
#
社(American. 

Cigarette 

c
o
m
p
a
n
y
〕、

及
、̂
'ヒ
每
。、

ル
プ
•
製
紙
#
社(

Shanghai 

?ulp 

a
n
d

 

p
a
p
q

 o
o
m
p
a
n
y
)

を
管
理
す
る
た
め
の
一
の
有
力
な
米
國
貿
易
會
社
が
設
置
さ
れ
て
居 

る
。
だ
が
少
く
と
も
右
の
會
社
の
中
.ニ
っ
の
も
の
は
、
.大
部
分
支
那
人
に
よ
っ
て
投
資
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
は
れ
るC

更
に
米 

國
人
は
織
物H

業
や
紛
蒙
工
業
に
參
加
し
て
居
る
。

一
九
〇
〇
部
上
海
で
經
營
さ
れ
て
居
た
九
乃
至
十
の
紡
續
工
場q

中
一
一
っ
は
、

明 

力
に
米M

系
統
の
會
社
で
.あ
っ
て
、
其
の
資
本
總
額
は
略
々
百一

一
十
萬
弗(
米
國
弗)

で
あ
っ
た
が
、
而
も
是
等
の
資
本
は
總
て
米
國 

人
に
ょ
っ
て
供
於
さ
れ
た
も
0
で
は
.な
く
て
、
部
分
的
に
は
英
國
人
及
.び
.支
那
人
の
資
本
で
あ
つ
た
。

一
八
九
七
¥
に
卜
ー
海
の
妨
^

^

雰

一

團
i

i

擧

I

f

 

I

希

望

し

た

星

し

て

、
北

塞

|

§

「

支
|

讓

量

す

W

と
I

憂

I

复

I

芝

め

ら

れ

る

か

I

し
•い」

4

1

之
れ
I

放
し
て
居
る
。
此
點
i

 

f
r 

塞

f

l

l

i

Q

I明
し
s

l

i

、
外

國

の

雙

|

し
i

l

l

f
以
て
I

 

せ
ん
と
す
る
地
方
的
I

H

f
援
助
せ
ん
と
す
I

Q

1
る
が
、
S

Q

I
は
寧
ろ
f

 

l

i
品
の
た
め
に
I

f
 

f

 
L

 

,

響

し

め

ん

と

.す
る
8

に
I

と
。
斯
か
る
態
度
は
、
當
時
米
國
の
|

に
對
す
る
|

の
中
心
が
投
f

 

I

I

 

一
 

た
と
い
、ふ
こ
と
：の
有
力
.な
證
左
た
り
得
る
で
あ
ら
ぅ
0

2

?
 

 ̂

o
. 

^ 

w

o

<

l

I 

 ̂

0

,

0
 

證
利
權
に
就
て
.言
へ
ば
、
米
國
の
活
動
は
其
の
.初
め
I

の
：I

羅

I

つ
.
‘た
と
い
■ふ

蘭

が

I

れ
る
か
も
知
れ
ぬ
。

©

に
一
八
九
八
年
米
國
|

漢

鐵

道

靈

1
漢
ロ
間X

の
敷
設
.權
を
獲
得
し
1

。
.
.
t
鐵
道
藍
に

I

.
中
、も
を 

南
f

 く
も
の
.
.で
あ
つV

、

I

完
成
l

l

l

l

i
展
I

、
南
北
森
の
政
治
的
銃
一
の
：た
め
I

大

|

義
$

る
も
の
と
し
て
、
_

政
府
が
早
べ
ょ
り
計
®
し
I

も
.

の
.傀

梁

る

ベ

.
ルf

 

•
.
シ
シ
デ
ヶ
I

s

へ
ら
れ
た
I

し
.
5

1

1
米
國
の
財
圃
$

 

n

l
 

d

l

I

 Co., f

華
美
啓
興
公
司」

.
の
手
に
委
お
ら
れ
次
溶
：ぁ
る
。
，.此
ぬ

-w
a
1
は

- r
n
d'1
,

9

1

?
 

America 

g

 

n
i
n
i

 

I

め
華
の
太
卜
ラ
ス
ト
I

加
し
、
其
I

I

ニ
$

弗

で

家
 

. 

,

.
萬
t

倍
加
し
た
。
併
し
此
の
：大
鐵
道
の
建
設
I

占

党

^
^

滿
洲
に
：於
：け
：；る
弗
外
交
：
の
：發
端
，
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バ
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'
o
u
^
x
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^
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^
m
l
T
.
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^
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-
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;1
V
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i
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n
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k
y
^
r
v
w
. 

V

i

l

l
交
I

 

.

四

四

s

i

く
秦
餺
さ
れ
た
。
華
美
啓
興
公
司
は
廣
艰
ょ
り
三
-'
0
哩
程
.の
.鐵
道
を
作
つ
た
の
.み
で
其
の
建
設
.を
中
止
し
、
同
會
社
の
株
は
次
第
に
べ

ル
ギ
i

シ
ン
ヂ
ヶ
ー
.ト
に
買
收
.f

s

こ
と
.に
ょ
つ
て
、
其
の
實
權
を
4

失
し
て
し
ま
つ
た
S

,米
園
の
簾
利
撤
へ
の
參
加

力

為

に

«/
修
や
銨
邀
A
材
の
販
路
を
求
め
.る
と
い
ふ
點
に
の
み
あ
つ
た
と
斷
ず
る
こ
と
は
出
來
ぬ
で
あ
ら
ぅ
。
政
治
勺
自
的
の
^-
め

に

經

濟

上

の

契

約

を

利

用

せ

ん

と

す

，る

窗

主

葡

手

段

は

、

.一

九

〇

〇

年

舊

の

支

.那

に

於

け

る

鐵

道

利

權

契

約

に

論

的

な

適

例

を
示

し

，て
居
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
，で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
叙
上
の
.如
I

國
投
資
の
失

敗

は

、明
に
養
に
於
け

I

國
資
木

の
勢
力
か
末
だ
頗
る
微
弱
で
あ
つ
た
奮
翳
し
：て
居
る
。
.
一
八
九
九
年
の
“シ*

ン
•
ヘ
ィ
の
門
戶
開
放
宣
言
が
、
通
商
上
の
門
戸
開

放

I

求
す
I

止
f

、
未
1

し
て
投
資
の
た
め
の
n
戶
開
放
を
要
求
す
る
も
の
で
な
か
つ
た
と
い
ふ
I

は
筆
者
の
旣
に
指

摘

せ
る
所
で
あ
る
°
右
の
.宣
言
は
列
國
の
投
資
的
勢
力
範
圍
に
於
け
る
獨
占
的
地

位

を
容
認
し
て
居
る
o 

s
 

f
不
ッ

ト

の
言
ふ
如
く
、

「

到
國
は
旣
に
他
の
列
强
に
與
へ
ら
れ
て
居
る
靈
建
設
又
装
山
探
掘
の
優
先
權
に
就
て
、
爭
ふ
に
足
る
程
充
分
な
る
_

の
た
め 

の
資
カ
を
持
た
な
か
つ
た
の
で
あ
.る
0
.

」(

7〕

(

S)

如
距
經
濟
調
丧
局
米
國
の
對
支
經
濟
政
策
ニ
七—

ニ
九
頁Reinsch. World Politics at the End of the N

i
n
i
n
t
h

 

O
S
,

tury. pp. 12

00-129, R
o
c
i
i
;

 P
i
n
a

 T
i
e
s
,

 p. 252.

(

6〕

前

揭

.拙

稿

三

四

丄

二

五

頁

(

7〕
o
ennett T., Americans in Eastern Asia'1922 .

で 648
*

尙

リ

丨

了

の
記
す
所
に
よ
れ
ば
、

一
九
〇
0
年
に
於
け
る
米
國Q.

對
支
投
资
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

_
槳役資 

國

俊

•
政
府
借
款

迄

七
•
五
百
萬
弗 

ニ

土 

九
，
七

こ
れ
を
當
時
に
於
け
る
各
國
の
投
資
額
と
比
較
す
れ
ば
次
の
如
く
茜
だ
微
々
た
る
も
の
で
あ
つ
た
。(

一
九
0
ニ
年)

其 日 m 米 佛 獨 露 英  

計 薄 蘭 ， 西

• ' 他 本 義 國 西 逸 距 國

投
資
額(

m
位
哲
萬
怨 

.
二
六
〇
*
1ー
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. 

■ 

一
九
•七 

四
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•
1
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〇
丄
ハ

比
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H
H
.
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•
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〇
丄
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〇
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〇
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七
八
七
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:
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.
-
0
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.
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然
る
に
d
m-
戰
爭
は
米
國
の
對
支
政
策
の
上
に
. 一•大
轉
向
を
.爾
す
に
至
つ
.
.た
。
.抑
々
来
國
が
日
露
馨Q

,

繁
に
期
待
し
た
る
灰
は

滿
■
に
.於
ず
る
孤
外
交
の
發
端
. 
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^

に
於
け
る
餺
國
の
獨
占
的
侵
略
屯
_
を
^

す̂
る
こ
i
.に
よ
つ
て
こ
れ
が
門
.戶
を
開
放
せ
し
办
、
依
つ
て
以
C
自
國
の
穿
這
な
る

海
外
市
場
た
ら
し
め
や
ぅ
と
す
る
に
あ

つ

た
。
戰
爭
及
び
媾
和
談
判
に
際
し
て
日
本
を
支
持
し
た
理
山
は
比
點
に
あ
つ
た

の

で

あ
る
。

. 

. 

..... 

■ 

• 

.

.

.

.

.
:
,

然
る
に
2
2露
戰
後
の
情
- «
は
著
し
國
の
期
待
に
反
じ
、
日
本
は
今
や
南
滿
洲
に
於
け
る
露
國
の
舊
祖
借
地
及
び
鐵
道
を
獲
得
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
、
露
國
に
代
つ
て
極
め
て
優
越
的
な
地
位
を
占
^;
る
に
至
つ
た
。
即
ち
主
と
し
て
露
國
の
南
下
勢
力
の
腮
廹
に
抵
抗
し 

て
戰
つ
た
日
本
は
、
東
三
省
の
軍
事
上
'の
.重
要
性
を
理
解
す
..る
と
#
:に
、
.滿
洲
に
於
け
る
日
本
の
政
治
的
利
益
が
、
租
借
地
及
び
鐵
逍 

を
完
全
に
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
增
進
せ
ら
る
可
き
と
と
を
充
分
に
認
識
す
る
こ
と
が
出
來
た
の
で
あ
る
。
而
も
是
等
の
眾
事
上
、 

政
治
上
の
利
寄
の
_

を
形
成
し
た
も
の
は
，
言
ふ
迄
も
な
く
經
濟
的
利
益
即
ち
日
本
資
本
屯
義
の
利
^
で
あ
つ
た
。
0

0

の
市
場
は 

.次
第
皆
本
資
本
主
義
の
發
M

Q
た
め
の
不
可
缺
的
な
條
件
と
な
り
つ
、
あ
つ
た
O

S
而
し
て
此
の
市
場
の
卵
發
は
先
づ
南
滿
洲
m
 

道

の

籠

震

友

て

始

め

I

可
き
で
あ
り
、
其
の
た
め
に
は
滿
洲
に
於
け
る
日
本
の
勢
力
は
、
業

の

，如
き
政
治
外
交
上
の
紛
糾 

の
W
發
を
防
ぎ
、
且
つ
日
本
の
：特
殊
權
益
を
擁
護
す
る
に
足
る
程
充
分
に
强
力
で
な
く
て
は
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

0
O
)
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1
本
«>
對
滿
贸
易
の
發
展
に
就
て
は
、
牛
莊
税
關
の
報
带
に
從
つ
て
次
の
統
計
が
得
ら
れ
る
。
牛
莊
は
、一

九
〇
三
年
の
日
淸
迫
加
通

商
航
海
條
約
に
よ
つ
て
_

、
大
1:
-

が̂
麗
さ
れ
る
ま
で
は
-
滿
洲
唯
一
の
顯
m
で
あ
つ
た】
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'

.
戰
爭
に
ょ
る
全
滿
洲
市
場
の
一
時
的
破
壞
-の
後
、
此
の
市
場
の
開
放
が
H
本
軍
隊
の
撤
退
以
前
に
行
は
れ
雛
き
を
知
つ
た
外
國
留
易 

業
者
特
に
米
國
の
貿
易
關
係
者
が
、
斯
か
る
事
實
を
自
し
て
日
本
が
秩
序
の
囘
復
に
藉
ロ
し
て
故
意
に
滿
洲
か
ら
外
國
贸
易
業
盏
を
^* 

斥
せ
ん
と
し
つ
、
あ
る
も
の
で
あ
る
と
非
難
す
る
に
至
つ
た
の
は
、
蕾
如
上
の
趨
勢
の
然
ら
し
む
る
所
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
日
本 

の

に

紙

す

る

斯

か

る

疑

惑

と

嫉

視

と

は

、
滿
洲
に
於
け
る
新
な
る
國
際
關
係
の
發
展
を
物
語
る
も
の
で
あ
つ
た
。
就
中
滿
洲 

市
場
に
於
け
る
日
米
兩
國
資
本
の
利
害
は
次
第
に
.超
ゆ
可
ら
ざ
.る
溝
渠
を
深
め
た
の
で
知
る
。

滿
洲
を
中
心
と
す
る
經
濟
問
題
は
今
や
取
な
る
貿
易
上
の
問
題
に
也
ま
ら
权
か
つ
た
。
日
本
の
滿
洲
發
股
政
策
の
恶
礎
を
成 

す
も
の
が
鐵
道
S

張
に
存
し
た
と
は
、
資
本
投
下
の
麗
が
前
面
に
推
し
進
め
ら
れ
た
こ

I

意
味
す
る
。
而
も
他
方
に 

於
て
、

一
度
び
對
支
投
資
活
励
に
蹉
趺
し
た
米
國
は
、
國
內
に
於
て
蓄
積
せ
ら
れ
た
强
大
な
資
本
勢
ヵ
を
以
て
虎
視
耽
々
と
し
て
杨
萊 

黯
ル
の
機
會
ト
龈
つ
て
吾
た
の
で
あ
る
。
斯
く
て
日
露
戰
爭
後
の
变
那
に
於
け
る
國
際
帝
»:
主
義
の
活
動
は
、
滿
汛
に
就
て
言
へ
ば
先 

_

滿
洲
に
於
け
を
弗
外
交
一
の
發
端 

四
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，(

九
M
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滿
洲
に
於
け
态
卯
外
交
の
發
端 

四
' 

(

l

h

m

) 

づ
鐵
道
を
中
心
ど
す
る
投
資
版
動
を
以
て
始
ま
つ
て
居
る
。
以
下
に
於
け
.る
吾
々
の
分
析
は
、
此
の
投
資
活
動
を
中
心
と
す
る
國
際
關 

停
に
於
て
％
:外
交
が
如
何
な
る
役
割
を
演
じ
た
か
.と
い
ふ
黯
.に
ぁ
る
0
.

:
 

:

:
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.ニ
：

.：

米
國
资
本
の
滿
洲
に
對
ず
る
第1:

の
觸
，
は
、
有
名
な
ハ
リ
マ
ン(

E
.
H
.

ffi
a
r
r
i
m
a
n
)

の
滿
鐵
间
墻
買
次
計
畫
で
ぁ
る
。
こV

 

ゆ
ブ
九
〇
豪
ポ
-
ッ
.マ
ス
_
和
談
靈
行
中
に
於
て
、
い
ち
早
ぐ
も
來
國
の
.證

王

T

:
マ
ン
.(

ク
ー
ン• 

ロ
エ
ブ
资
本
f

背
景 

と
す
る
系〜

氏
本
の
所
有
に
歸
す
可
し
と
信
ぜ
ら
れ
た
南
滿
洲
鐵
道
を
、
自
己
の
勢
力
：に
依
つ
て
組
織
す
る
米
國
シ
ン
デ
ヶ
I
ト
に
ょ 

り
賈
收
せ
ん
と
せ
る
許
畫
で
ぁ
つ
たO

C
S
)

此
.の
計
畫
の
，
根

本

的

な

E

的
は
、
世
#
ー
周
の
交
通
路
を
系
銃
的
に
其
の
支
配
下
に
統
一
す 

る
‘に
ぁ
つ
た
と
.傅
へ
ら
れ
て
居
る
。
即
ち
.旣
に
米
大
陸
を
橫
斷
す
る
ユ
'
ーー.オ
ン
•
パ
シ
'フ
ィ
ッ
ク
鐵
道
及
び
サ
ウ
ザ
ー
ン
•
パ
シ
フ
ィ
ッ 

ク
鐵
道
を
經
.營
し
更
に
米
煎
を
雜
結
す
る
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
メ
、丨
ル
”汽
船
會
社
を
其
の
支
配
下
に
置
い
た
ハ
U
.マ
ン
は
、
m
ん
で
滿
鐵 

及
び
來
淸
鐵
.M
:
を
賈
收
し
、
觅
に
北
滿
ょ
り
シ
ベ
リ
ア
及
び
歐
露
に
通
ず
る
交
通
權
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
大
野
望
を
抱
き
、
其
の
第
一 

1
%
^

し
て
滿
鐵
質
收
を
蕺
策
し
た
も
の
で
れ
る
ど
傅
へ
ら
れ
て
居
る
。

.
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郞

植

民

地

鐡

道

の

世

界

經

濟

的

及

世

界

政

策

的

研

究

ニ

六

〇

茛

.

、
同
^

に
於
て
■著
表
は
ヶ
ン
ナ
ン
の
、
リ
マ
ン
傳
.
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に
^

汁
る
^

^

|£4
.
^抝
迫
，
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紹
介
さ
れ
、
此
問
題
を
詳
し
く
批
評
し
S

ら
れ
る
。
本
節Q

以>
-

の
記
述
は
8

に
負4

所
が
甚
だ
多
い
。

ハ
リ
マ
ヴ
は
ー
九
〇
五
,¥
八
月
月
本
に
乘
込
み
、夫
々
交
渉
の
結
果
ポ
ー
ッ
マ
ス
條
約
調
印(

九
月
五
日)

の
後
間
も
な
く
、
十
月
十
二

日
、
日

本

政

府

代

表.桂
首

相

と

、
の
間
に
，.次
'の
如
.き
豫
備
覺
書(

u
r
a
n
d
u
m

 of a 

1̂

&

|ぶ

：1;氐
|
§
&
愚

を

交

換

し

た0ー
 

.
'

「

目
本
政
府
ヒ
，_依
り
獲
得
せ
ら
れ
た
る
南
滿
洲
鐵
道
質
收
截
及
び
其
'
.の：附
屬
事
業
費
即
ち
同
鐵
道
<5
復
舊
、設
備
、
改
造
、
.擴
張
、
並 

び
に
.大
述
に
於
.け
-る
修
端
,
の
_

改
良
：等
_

費
用
を
供
給
す
.る
爲
.に
、
シ
シ
デ
T

ト
組
織
.せ
ら
る
。
_

の
兩
當
事
薄
は
、

:i
l 

記
.

Q

如V

に
し
て
質
收
せ
ら
れ
た
：る
財
產
に
就
き
、
共
同
且
華
等
の
所
察
を
有
す
。
炭
_

、

(

該
鐵
道
|€
.關
聯
す
る〉

採
掘
は
別
個 

P
協
定
‘に
ょ
り1

龠
社
に
許
可
せ
•ら
れ
、
兩
當
事
者
は
此
の
會
社
に
、
共
同
の
利
寄
關
係
を
有
し
、
双
汸
ょ
り
代
表
者
を
出
す
も
.の
：と 

す
'?
•
•
.

: ,
.

•

-

.
‘
卜

：:

.
:
.
. 

V
, •

•

滿
洲
f e

於
け
る
凡
ゆ
る
_

-0
:發
M
.

に
就
f
兩
當
裏
者
は
、.
平
等
利
害
關
係
者
七
し
て
の
權
利
を
持
つ
こ

と
を
原
則
^
す
o
f南
滿
洲 

JC
遁
、
其
'の
附
屬
物
、
«
條
、
枕
本
、
橋
梁
、

-/
1
柳
る
.她
上
猶
設
物
、
.停
鼐
場
、
家
^

乘
降
場
、
.倉
庳
、
船
渠
、
埤
頭
等
は
、
双
方 

の
代
表
考
.広
依
り
決
定
せ
ら
^
、
價
格
を
以
セ
買
收
せ
ら
る
、
も
の
.
->
:す
？ 

'
:..
'

,

•
:

■:

I

鐵

道

を

經

：營

す
t

't
會
社
®
組
織
は
、
四
圍
霖
況
と
'其
寒
續
と
に
適
應
す
る
を
要
件
と
し
て
決
定
せ
ら
る
。
而
し
て
そ
は 

日
卞
っ
現
狀
拓
逾
噍
す
る
を
可
な
り
と
情
ぜ
ち
る
-
^
ょ̂
办
ノ
日
本
の
管
理
下
^
於
て
經
營
ぜ
ら
る
デ
然
ね
と
雖
も
事
愦
の
許
す
限
り 

時
々
.
.共
の
：紺

織0
變
更
&
加
作
、
：結
局
代
表
權
及
び
管
观
權
を
帝
等
&
ら
.レ
む
0
..
'
-藝
社
は
问
本
の
揉
律
に
ー
よ
以
組
織
せ
&

る
今
ハ
没 

マ
ン
.

&

拽,

斯
く
日
本
^

|

悴̂
ょ
り
鐵
道
を
響
す
.る
啐
周
意
^
た
る
が
、.：此
^
件
に
就
き
ム
>
 
マX

の
#
間
が
賛
成
す
る
や
疑 

間
4
^
:
a
■

も
結
0
1
俄̂
を
得
る
^
_名
^
能
な
ね
^

^

^
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五
〇
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此
の
覺
書
に
よ
れ
.ば
、
'滿
鐵
の
經
營
及
び
其
の
：發
展
は
パ
リ
マ
：ン
の
融
資
の
下
に
日
泶
兩
國
資
本
の
共
同
且
つ
平
等
の
所
有
權
の
下 

に
置
か
れ
る
の
：み
な
ら
ず
、
之
に
關
聯
す
る
炭
鑛
其
他
凡
ゆ
る
企
業
は
結
局
兩
若
の
共
同
管
理
及
び
共
同
經
營
の
下
に
置
か
る
可

き

で 

あ
つ
た

。

而
も
斯
か
る
共
同
管
理
の
下
に
'あ
つ
て
は
.必
然
的
に
最
も
强
大
な
る
資
本
勢
力
が
吏
配
的
と
な
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
若
し 

も
右
の
如
き
契
約
が
締
結
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
滿
洲
に
於
け
る
日
本
の
獨
占
的
な
勢
カ
範
圆
を
放
棄
す
る

こ
.と

を

意

味

す

る

も 

の
で
あ
0
た
の
で
あ
る
0
故
に
此
ゎ
覺
書
が
、
其
後
間
も
な
く
ポ

マ

ス

條

約

を

携

へ.

て
歸
國
し
た
小
村
全
權
の
反
對
に
暨
遇
し
て 

破
棄
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
と
>
ふ
こ
と
は
、
毫
も
怪
し
む
に
足
ら
な
<
0 

唯
茲
に
問
題
に
な
る
こ
と
は
、「

國
民
の
流
血
を
犠
牲
に
し
て
克
ち
得
た
滿
洲
の
權
益」

を
、
結
局
に
於
て
他
國
に
讓
渡
す
る
や
う
な 

斯
か
る
覺
書
を
交
換
し
た
理
凼
は
何
處
に
あ
つ
た
か
と
い
ふ
事
で
あ
るO

而
し
て
こ
れ
が
根
本
的
動
機
を
、
戰
後
に
於
て
it
面
し
た
日 

本
の
財
政
上
の
闲
難
に
，求
む
る
見
解
は
蓋
し
當
を
得
た
る
も
，の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思
ふ
。
日
露
戰
爭
に
よ
る
日
本
政
府
の
时
玫
負
4# 

は
甚
だ
重
く
、
戰
前
即
ち
明
治
三
十
六
年
末
の
國
倩
未
償
還
額
五
億
三
千
八
百
萬
圓
に
對
し
て
、
戰
後
三
十
九
年
末
に
は
ニ
十
一
億
7V 

千
九
百
'萬
圆
と
い
ふ
戰
前
の
四
倍
に
上
る
if

加
を
示
し
た
。
而

も「

日
露
戰
爭
後
に
於
て
は
、
日
淸
戰
爭
の
.場
合

の

.
や

う

に
賠
償
金
が 

な
か
つ
た
か
ら
"
公
偾
に
よ
つ
て
戰
後
經
營
を
し
や
う
と
思
つ
て
も
、
財
政
は
'こ
れ
以
上
公
债
を
負
擔
し
得
る
餘
裕
を
全
く
缺
い
て
居 

た
の
で
あ
る
O
J
C
B
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
戰
後
日
本
が
朝
鮮
、
滿
洲
に
於
て
建
設
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
諸
種
の
囊
は
、
列
國
の
帝
國
主
_
 

的
對
立
と
、是
等
の
土
地
開
發
の
自
然
的
歷
史
的
困
難
.の
た
め
に
、
一
曆
强
大
な
權
力
と
軍
備
と
を
.必
要
と
し
て
吾
た
。
さ
、
ば
媾
和

 ̂

約
に
よ
つ
て
受
け
繼
ぐ
可
き
滿
鐵
及
び
之
に
附
隨
す
る
諸
樅
益
の
‘利
用
に
要
す
可
き
莫
大
な
資
本
は
、
.到
底
之
れ
を
日
本
の
經
濟
•
財

议
处
態
か
ら
引
出
す
こ
と
.は
不
可
能
-0
あ
.っ
'た
の
.で
あ
る
ハ
リ
マ
ン
を
代
表
と
す
る
米
國
資
本
勢
力
が
滿
洲
を
自
己
の
投
資
領
域 

と
し
て
獲
得
せ
ん
と
企
圖
し
た
の
は
日
本
資
本
.の
此
の
劣
弱
に
乘
じ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
の
政
治
當
局
衮
も
亦
右
の
財
政
上
の
困
難 

か
ら
大
い
に
意
を
動
か
し
た
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

，

(

12)

大
内
浜
衞
日
本
財
政
論
公
債
篇
：
一
一
八
頁

,

0

W
滿
鐵
は
事
_

業
露
の

'固
定
業
の
大
部
分
を
外
傲
に
仰
い
だ
。
明
治
四
〇
年
に
四
百
蓋
"
四t

年
に
.一.一W
蕩
宛
ニ
旧
四
四 

*

牢
に
六；

慕

磅

*
合
計
千
四
苗
萬
磅
即
ち
5

四
千
茁
_
の
外
偾
を
募
集
し
た
。

又
之
を
米
國
资
本
の
翦
か
ら
見
れ
ぱ
、
ハ
リ
マ
ン
の
計
畫
に
於
け
る
世
界
一
周
交
通
路
計
畫
と
言
ふ
が
如
き
は
單
な
る
表
藉
板
で
、

實
は
滿
洲
鐵
道
と
之
に
關
聯
す
る
利
權
の
獲
得
が
本
來
の
.目
的
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
明
か
-で
あ
る
。

一
鐵
道
會
社
に
ょ
る
世
界
一

周
路
の
建
設
の
如
き
が
、
言
ふ
可
く
し
て
如
何
に
實
行
不
可
能
で
あ
る
か
は
何
人
に
と
っ
て
も
明
か
な
菩
モ
あ
る
。
而
も
ハ
リ
マ
ン
鐵

道
計
靈
の
失
敗
後
、
.尙
引
續
い
て
泶
國
資
本
が
如
何
に
執
拗
に
滿
洲
市
場
へ
の
.侵
入
を
企
て
た
か
と
い
ふ
壽
を
見
れ
ば
其
の
本
來

'の
意
圖
が
奈
邊
に
存
し
た
か
は
想
像
に
雛
く
な
い
。 

■'

.ハ
リ
マ
ン
の
覺
齊
に
絡
む
外
交
上
の
馳
*j
l
に
就
て
は
窺
：ひ
知
る
こ
と
は
出
來
ぬ
0
Q#

し
覺
箐
の
破
乘
に
當
っ
て
日
木
當
局
の
ロ
實 

と
し
た
所
は
、「

日
本
に
對
す
る
滿
鐵
の
讓
渡
は
、
淸
國
の
同
意
に
ょ
つ
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
义
と
は
媾
和
條
約
第
六
條
に
明
記
し
て 

席
る
所
で
.あ
る
。
故
に
.
！

n

本
政
府
は
、
淸
國
と
交
渉
以
.前
に
於
て
、：

ハ
リ
マ
シ
.と
.斯
か
.る
契
約
を
締
結
す
可
き
法
的
根
據
を
有
し
念
い 

事
に
な
る
。
だ
か
ら
十
，月
十
.

1

1日
附
の
覺
書
に
就
て
.は
'
.尙1

層
.愼
重
な
る
調
迤
と
硏
_究
と
：が
.爲
さ
れ
名
ま
で
は
朱
#
に
し
て
賓
ひ
た
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五
一一

c

九
月
八)

s
し
*
い
'ふ
の
で
あ
々
、.其
後
^
リ
マ
シ
錄
の
破
^
ひ

書

で

は

っ

ポ

ー

ッ

マ

ス

#
約
鄰
六
；條
私
ょ
る
支
那
の
同
意
を
得
^
巧
露
國
に
對 

.ず
る
.原
特
許
：に
_
據
；し
、
^

^
鐵
逍
は
日
本
人
i

p

Aの
み
，を

株

主

占

す

る
#
11
:

ょ̂
つ
：
て

經

營

さ

れ

る

事

が

：
必

要

で

あ

る

か

,^
、 

同

覺

壽

無

；
^

啟

づ

汔

こ

と

を

遺

憾

と

す

る

」

：：と

實

ふ̂
あ
つ
：た6
斯
か
る
形
1

^

外̂
交
_
令

は

吾
.々
に
些
.か
も
事
锞
の
*
相
を 

明
承
す
る
も
の
で
は
&
.い
.。
吾
.々
.に
と
：つ
て
31
1

»

は
，
斯
が
.る
時
期
に
際
し
1
鹿

び

政

：游
の
：常

诹

に

：ょ
.つ

て

行

は

れ

た

有

ヵ

識
 

約
を
ち
遂
圮
破
棄
せ
，し
め
ざ
る
_を
得
ぎ
ら
.し
；：め
た.も
の
は
、
銀
竟
其
時
代
を
支
配
し
た
社
會
愦
勢
で
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ 

rの

勢

と

：

t
r

滿
洲
に
.對
す
る
外
獨
$

o

f

C靈

し

そ 

> そ
の
將
來
の
勢
カ
圈
慕
保
す
'る
姦
と
'を
必

：讀

広

耍

求

し
0 

つ

た

所

の

日*
資

本

；主®
の
.發

展

的

あ

つ
'た
o
斯

く

：'て
：門

卢

開

放

の
.武

雜

に

，ょ0
:て
.
來
.の
-7
!
1場
に
進
出
を
試
み
、
此
の 

■
^
|
!唉

ょ
0
て
.滿
洲

に

對

す

：る

日
*
資

本

勢

カ

の

，進

眷

義

ぜ

金

脊

^-
ア
メ
ジ
力.带

國

鬼

義

の

：
政

漿

は

.、
，
先

づ

ハ

.リ
マ

ン

の

.訐

畫 

に
於
で 

1

:

0挫 

f

 經

驗

：-b
た

の

セ^
る
P

:

.:-

. 

£4
り

永
_
博

.-
±
は
、

ハ”
マ
ン
：
と
，
の
：
霸

の

，
交

證

初

め

^
ら
隹
伯
と
小
村
與
の
.篮
ん
だ
芝
居
で
あ
つ
て
、其
の
主
た
る
理
由
は
、日
淸
戰 

.

後
：接
け
石11

國
干
砂
:$
:一.
.の

舞

を

聽

し

、
簾

識

を

響

に

終

了

せ

し

、め
：且
：
つ
勝
利
の
成
果
を
も
確
實

It
.掌
握
す.る
た
め
に
、

■

_

米
國
を
南
滿
训
賴
道
.の
利
權
で
：灘
分
、
漱
國
に
好
意
の
弈
走
を
致
さ
し
め
る
點
に
あ
つ
た
と
い
ふ
や
ぅ
な
甚
だ
穿
ち
過
ぎ
た
枇
評
を
下 

.

:

し
.で
，f

。—

揭
琶
八
六
丨
七
頁
；
}
'

:

:

之
に
對
し
金
子
堅
太
郞
子
が
昨
苹
八
月
、陸
眾
省
に
於
て
な
せ
る
常
時
の
日
米
關
係
に
關
す
る
懷
欝
談
に
於
て
、米
國
大
統
領
ル
ー
ズ 

.グ
‘ェ
ル
ド
が

日̂
本
^
ン
ロ
厂
主
義
/
の
虫
張
’に
越
い
セ
日
本
办
南
滿
謹
虜
の
經
營
を
荚
槔
し
、
從
'̂
:
を
通
じ
で
之
：れ
が
財
政
上
.の 

.

.

.ノ
援
肋
を
約
苽
し
、
其
の
.結
i

小
^

;め
柱
•
.-
.ハ
リ
マ
‘ン
.
*
!办
皮
對
と
-な
り
旦
'
.つ
恕
れ
が
破
索
と
.な
.ダ
た
と
議
さ
れ
て
.居
る
* 
.但

I

!
§

'

し
、
日
本
の
滿
議
營
i

す
る
来
國
の
財
政
I

肋
受
_

件
と
し
て
、台
本
裔
が
鐵
道
材
料
を
議
の
工
場
か
ら
購
入
す
对 

■ 

.

|
と
'が
来
め
ら
れ
、
雲
後
箭
滿
洲
鐵
道
會
社
が
修
理
1

と
'し
|

.
で

^
^
^
^

社
は
米
闕
I

I
社
か
ら
軌
條
、
.汽
罐
靡
、
襄
等
を
購
入
し
1

1

1

1就
し
た
の
で
ぁ
る
と
：

(

裘

管

顏

昭

和

七 

.

究
月
三
十
‘一
日
丨
九
月
二
日
迄
雪)

。此
の
鶴
に
よ
る
とA

リU

の
猶
出
霞
l

:J
h
し
た
も
の
は
米
I

府
で
％
つ
た
と
い. 

:

ふ
こ
と
に
な
る
。
併
し
こ
れ
は
米
國
資
本
の
滿
洲
進
出
を
担
ん
だ
か
で
は
な
く
、
霞
灌
經
營
よ
り
も
簾
投
資
の
途
を
撰
ん
た
も 

.

.

.の
g

り
、
.同
時
に
製
造
H

I
の
.販
I

開
拓
が
密
接
だ
こ
れ
と
_
聯
せ
し
馨
れ
S

今
金
子

I

I

I
れ
る
如
く 

■

' 

.
南§

洲
鐵
警
社
は
左
の
如
き
頗
る
多
.額
の
鐵
道
材
料
を
米
敗
か
ら
輸
入
し
た

,
.

.年

度

-

.

A
a
>
:

米
國
よ
&

接

嚣

.

.；(

ぉ
>
減
の
全
瞵
貢
額
'
艺

'
. 

1

九
Q
七
i
l.九
〇

八
年
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1
<
、

九
1

-^
五
.八
-

.:

.

.
:
^
八

、
鹽
ー5
、九
0
5
1
:
:
厂

六

七

.

\
】

九

〇

八

丨

一

九

：〇

九

年

,
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九
；五
九
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，
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0
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. 

.. 

• 

' 
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■ 

■ 

'
. 
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■
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■/
 

し
 

■.
.

■

滿
f

檄
賈
收
o
失
敗
は
、
ハ
ヴ
マ
ン
I

圖
を
中
絕
せ
し
め
I

.
つ
た
。
一
乍
併
、滿
洲
に
於
げ
^
證

敷

I

め
獲
得
は
、
淸
國
が 

外
國
シ
ゾ
デ
ゲ
1
ト
.益

に

：鐵

道

譲

S

許
す
る
'事
に
：•反
對
し
，て

淳 

一
九
〇
五
印
十
一
一
月
の
J

修
1

よ
つ
て
# 

一
滿
洲
鐵
遒
と
併
行
の
斡
線
を
義
ず
る
匕
と
が
禁
I

れ
：馨

■に
よ
o

v

v襲

®
難
で
‘
つ
た
。
だ
が
^.
れ
は
金
4

導

.は

.な

.力 

づ1
。

#

2
ふ

(0
は
日
本
の
滿
洲
迤
出
を
欣
ば
ざ
：る
淸
國
の
外
交
行
動
を
利
用
す
る
機
會
が
5

‘殘
さ
、れ
セ
思
跆
か
.ら
で
ぁ
夸
さ 

義
氛
け
る
弗
外
交

S

端 

-

S 

(

九
I
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滿
洲
に
於
け
る
弗
外
交
の
發
靖
 

f
ra
'

C

九
四
3

れ
ば
バ
リ
マ
ン
は
、
或
び
は
ホ
ラ
バ
ー
ド
太
佐(

0 -
么
。&

ff
i
a'
p
2:
a
.

)

及
ゥ
ォ
レ
ー
ス(Wallace

)
'

の

兩

專

門

家

を

特

较

レ

て

枭

匕 

支
那
の
通
商
や
工
業
資
源
を
樑
究
せ
し
め
た
り
> 
叉
奉
天
領
事
ス
ト
レ
ー
ト(Willard D. straight)

よ
.り
常
に
.シ
ベ
リ
ア
及
、び
滿 

洲
の
鐵
道
に
關
す
る
報
告
を
得
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
好
機
を
窺
つ
て
居
た
。
/

i

九
G
七
苹
、
響
上
モ
ル
ガ
ン
及
び
ク
ー
ン
•
:ロ
エ
ブ
の
！1

大
資
本
閥
の
代
理
人
と
し
て
奉
天
に
駐
在
し
.て
居
た
總
領
事
ス
ト
レ 

I
卜
は
、一

の
利
權
の
報
齿
を
ハ
リ
マ
ン
に
送
っ
た
。
そ
れ
は
支
那
が
京
奉
線
上
の
新
民
屯
よ
り
法
庫
門
に
至
る
國
_

道
の
：敷
設
權 

と
、
將
來
此
の
鐵
道
が
シ
べ
リ
ア
鐵
道
と
脚
絡
す
る
た
め
に
齊
々i

ロ
爾
迄
延
長
せ
ら
れ
る
場
合
の
敷
設
權
と
を
、
英
國
の
ポ <

-

リ
ン
グ 

商
#

(Pauling 

^
0
0
.
0

に
與
へ
た
か
ら
、
こ
れ
に
割
込
め
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
。
所
.で
此
の
新
民
屯
•
法
靡
門
鐵
道
は
明
に
一
九 

'〇
五
年
十一

一
月
の
日
淸
密
約
を
無
視
し
て
滿
鐵
並
行
線
を
敷
設
す
る
第
一
歩
で
あ
っ
た
。
故
に
日
本
は
屢
々
右
の
交
涉
に
警
齿
を
發
し 

た
の
で
あ
る
が
支
那
側
は
之
に
肯
ん
ぜ
ず
、

一
九
〇
七
年
十
一
月
廚
紹
儀
が
奉
天
巡
撫
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
忙
及
ん
で
、
總
督
を
援
助 

し
て
日
本
勢
力
の
進
出
を
阻
止
せ
ん
と
す
る
努
力
が
頗
る
顯
著
と
な
っ
た
。
而
し
て
結
局
新
民
屯•

法
康
門
鐵
道
敷
設
權
を
英
國
商
會 

に
與
へ
た
の
も
、
北
方
の
餵
穰
地
を
開
拓
す
る
と
い
.ふ
經
濟
的
利
害
よ
り
も
、
'寧
ろ
と
れ
を
以
て
政
治
的
弄
策
の
手
段
た
ら
し
め
ん
と 

す
る
傾
向
に
よ
っ
て
襟
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
0
即
ち
亥
那
は
鐵
道
及
鑛
山
事
業
に
關
す
る
利
權
を
英
米
に
與
ふ
る
こ
と
に
よ
っ
て
日 

本
の
進
出
を
妨
害
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
此
の
以
夷
制
夷
の
外
交
政
策
は
爾
來
-M
々
ま
那
政
治
家
の
據
り
Fr
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た 

が
、
此
事
は
決
し
て
支
那
の
利
益
を
增
大
せ
し
め
る
こ
と
な
く
、
徒
ら
'に
支
那
を
中
心
と
す
る
國
際
關
係
の
不
安
2
励
搖
を
酿
成
せ
し 

め
、
支
那
に
對
す
る
國
際
帝
國
主
義
を
强
化
せ
し
め
る
に
役
立
っ
た
に
過
ぎ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。 

.

f
が
，1コ
の
鐵
道
利
權
に
就
セ
言
へ
ば
、
こ
れ
も
亦
遂
に
實
現
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
折
柄
ア
メ
リ
ブ
を
襲
东
し
户
恐
-^
に
よ
っ
一 

.

さ
す
が
に
ク
1
ン
•
口
エ
ブ
を
背
景
と
す
る
ハ
リ
マ
ン
も
、
此
の
利
權
に
積
極
的
に
參
加
す
可
き
資
金
の
麗
が
出
來
な
か
っ
た
か
ら 

で
あ
る
？
同
時
に
右
_

に
對
す
る
日
本
の
抗
議
に
よ
っ
て
英
國
政
府
も
ポ
i

ン
グ
會
社
を
支
持
す
る
こ
と
を
拒
み
、
從
っ
て
一
九

〇
九
苹
に
至
っ
て
此
の
獎
約
も
亦
破
棄
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

,

來

國

資

本

箬

S

霸
權
の
割
込
裳
成
就
し
得
な
か
っ
た
が
、
同
年
更
に
滿
洲
銀
行
の
計
警
樹
て
、
こ
れ
^
よ
っ
て
繁
へ 

Q

I
を
I

と
共
に
、
滿
I

I

を
I

せ
ん
と
試
み
た
。
此
の
.

_
設

豪

は

、
f

リ

ン

グ

霞

の

裂

爲

合

と

同

雙

ト
レ
I

と
編
儀
と
の
間
に
交
渉
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
滿
洲
銀
行
は
ァ
メ
y
力
資
本
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
る
滿
洌
政
府 

.

の
金
融
機
關
た
る
可
I

の
で
あ
っ
て
、
特
I

挺

屯

•
愛
麗
道
の
建
設
や
S

通
貨
の
安
荽
び
商
工
業
の
振
興
を
計
る
I

的 

と
す
可
I

.
の
'で
あ
っ
た
。
而
し
て
此
の
銀
行
設
立
に
對
す
る
ニ
千
萬
部
の
資
本
.に
就
て
は
、
，
ク
1
、ノ
.

,
エ
ブ
商
會
が
之
に
融
資
す

る
用
意
あ
る
こ
と
を
米
國
國
務

省
に
明
言
し
た
。

翌
ー
九
〇
八
ハ
牛
ス
ト
レ
}

は
籠
し
て
ク

1
ン
*
ロ
エ
ブ
資
本
閥
の
識
た
る
ハ
リ
マ
ン
、
シ
フ
3

江
.
ぞ
|

)

力
1
ン 

(otto 

K
a
h
n
)

等
と
協
議
し
た
が
ノ
旣
に
彼
は
賽
出
發
以
前
、
前
平
の
趣
旨
に
從
っ
て
ニ
千
萬
I

款
覺
書
に
調
印
し
て
居
っ
た
の 

:

で
あ
る
。
霞

に

於

て

も

亦

唐

紹

儀

を

隱

舊

金V

部
返
還
の
.返
禮
と
し
て
養
へ
特
派
し
た
。
併
し
被
の
渡
米
^
^

ス
ト
V

ト
と
の
豫
備
協
定
を
遂
げ
た
借
款
交
渉
i
完
減
せ
ん
が
た
.め
.で
あ
っ
衣
こ
4
は
明
か
篇
っ
た

,0
然
る
に
同
年
十
一
月
光
緖 

皇
帝
及
び
|

后
共
に
1

し
、
唐
紹
儀
の
賴
れ
る
袁
世
凱
の
勢
ヵ
が
失
墜
し
た
る
た
め
、
日
本
の
壓
ヵ
も
加
は
り
右
の
計
畫
も
亦
締

■

に
；於
け
桑
外
交
の
發
端 

：-3
£

五

(

九
四
.1)

• 

... 

. 

• 

•

f 

. 

-
.
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0
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I
±
o
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結
：の
;：.
1
:
;
步
手
前
^
妻
餅
，に
；—
し
：て
:-
|
>逢
爷
於
9
ノ
：
.

:
'
ソ
バ
.
.

…

V
; 

- 
■;:、
：
'
.
.
'.'

'

つ

楚

等

’
の

相

次

ぐ

撰

圮
-.
%
管

资

、
八':リ
；
マ
：
ン

妓

遂

圮

萍

麥

の

霊

を

顏

せ

#
、
5̂
^

の

隸

國

忐

の

熒

涉

：に

.よ
^

本

が

裏

洲

獲

義

豐

承

諾

；す

：

I

秦

、
難

國

政

建

雄

ん

養

■

—

米

■

本

團

め

舊
:t
可

し

去

る
。
併
し
斯
か
.る
«?
態
め
_
來
；̂

基

來

な

か

：
つ
^

&

で̂
&
く
、

->
リ
命
ン
ハ
の
#
年
忙
具
る
異
常
な
努
カ 

死
に
よ
つ
.：て
產
圓
を
吿
げ
'た
.の
‘で
あ
，る
。 

：
„

だ

が

是

勢

の

鄭

歡

を
.霞
る
な
ら
ば
、
米
_
資
本
の
滿
洲
へ
の
割
込
み
運
動
が
如
何
に
執
拗
に
續
け
ら
れ
た
か
を
容
易
に
觀
取
し
得
る 

で
あ
ら
.ぅ
。
へ
而
し
て
ネ
ト
レ
ー
.ト
.に
よ
.れ
ぼ「■

滿
洲
開
發
.の
，主

役

を

；
演

ず

.る」

C15
0

i

i

•
を
.

E
：

指
し
.た
米
國
资
本
.の
此
‘め
活
動
が
、
如
，
 

何
に
：滿

洲

を

；

「

勢

力

範

圓

：

」

■と
し

衣

日

本

の_
害
^
對
立
す
る
も
--
(
6
あ̂
ろ
於
か
は
馨
|

要
せ
.
.ぬ
程
明
か
‘で
あ
.る
.
0米
國
資
本
S

. 

川
镜
皆
本
蕾
め
皰
为
た
よ
づ
そ
拒
ま
れ
た
の
セ
あ
る
。
斯
く
文
.滿
洲
^
於
け
.る
、資
本
衍
»1
を
屮
心
と
す
る
0
來
顏
の
關
係
の 

惡
化
は
、
米
國
に
於
け
る
ロ
.本
移
民
»
斥
.の
，問
.題
^
絡

ん

，
で

、

國

際

政

，
治

的

方

商

.に

於

そ

は

一

九

〇

八

年

..の

高

平

，
ル
ー
.ド

條

約

の

谛 

結
に
迄
導
か
れ
.て
居
る
0
此
條
約
は
雨
國
政
府
の
政
策
.が
.何
、等
俊
赂
的
顧
尚
に
制
せ
.ら
れ
.る
と
と
'&
^
^

1

0
一
 〖

切
.の
平
離
手
段
.に
よ
つ
て
^
那
に
於
け
る
列
國
の
共
同
利
^
を
保
样
す
可
き
こ
と
を
中
し
合
せ
た
る
も
の
で
あ
つ
た
。
斯
か
る 

條
約
を
.必
要
と
す
：.る

鶴

國

の

國

際

關

係

は

緊

張

し

：
て

.居
つ
.た
の

：で

あ

も

。
t
時
_

萌

を

ー

ズ：
f
 

.

ル
，
ト.
.は

其

の

鑛

苕

タ

フ

‘
ト
宛 

の
#
顧

で

^
し

も

支

則

に

、於

け
^

^
戶
開
放
政
激
が
一
.
.
强

國

|€
よ
令
て
：無
視-さ
^
る
場
合
に
，は

、

武

力

に

訴

ふ

：る
と
.
と

も

亦

.|
|
-む
を 

得

な

：い

と

書

い

そ

碧
I

 

.
そ
の
タ
ラ
ト
め
薪
政
府
は
、
米

隊

の

金

融

.が
滿
溯
に
龄
^

動
を
遂
行
す
.

I
就

て
I

助
を
誓
約
し
た
。
大
I

タ
フ
ト
は
-7
*
九
0
九
年
|

任
|

'

$觀
少

論

|

駁

し

憲

如

|

明
し
た
"

「

朿

洋

：に
.
於

け
名
.門
戸
.開
放
麗
其
他

S

案
f

生
ず
可
.き

阈

際

紛

爭

餐

し

’て
’、
ね
が
合

衆

國

_

國の'
,
f分
を

現

.狀の
福
に

維
持
K

且
つ
其
i

l

l

を
義
せ
し

l

i

l

f
。
然
る
I

し
4

衆
國
が
、
|

.權
利
を
'義
し
其
の
利
益

i

識
す
る
-1

し
て
、、
単
l

i

の
杭
議
や
外
交
文
書
^

國
は
右
^
.行
#
す
ら
■遂
行
し
#
な
ぐ
.な
'る
マ
あ
.ら
ぅ」

と
O
'
L

8

.
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務
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ァ
メ
リ

I

資
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力

S

へ
た
積
極
的
I

助
は
、

タ
す

大

統

領

の

就

任

S

を
I

て
極

め

て

僅

的

I

つ

| 

鮮
明

I

外
政
策
と
し

I

展

.し
碁

つ

た

の

，で
ぁ
る
が
、
I

脣

I

交」

1

朿

6

S

，
I

 

I

跌
の
後
次
第

I

極
性
を
帶
び
る

i

l

o
抑

々

米

國

の

極

東

鸯

沛

場

I

す

1
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t m

滿
洲
に
於
け
I

交
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' 

五

八

(

九
四
四)

貫
.か
れ
て
居
る
こ
と
は
靡
實
で
.は
あ
る
が
、
今
や
滿
洲
に
對
す
る
積
極
的
活
動
.の
時
期
に
當
つ
て
門
戸
開
放
主
義
の
本

質

は

著

し

く

變 

化
す
る
に
至
っ
た
。
そ
.れ
は
最
早
や
ジ
ョ
ン
•
へ
ィ
の
，宣

言

に

於

け

る

如

く

、

支

那

.に

於

げ

る

各

國

の

旣

得

權

益

を

承

認

し

唯

通

商

上 

に
於
て
の
み
機
'#
均
等
を
與
ふ
可
し
と
言
ふ
が
如
き
消
極
的
の
も
の
で
は
な
く
て
、
進
ん
で
他
の
旣
得
權
益
忆
割
込
み
又
は
蓝
接
に
旣 

得
摇
益
を
排
除
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
米
國
も
亦
篇
と
平
等
の
靈
■を
獲
得
せ
ん
と
す
る
橫
極
的
活
動
に
轉
化
し
た
o
そ
れ
は
門
戸 

開
放
政
策
を
通
じW

Q
弗
外
交
異
化
で
あ
っ
た
。
W
し

て

营

嘉

的

S

は
、
支
那
に
於
け
る
靈
f

環

對

f

:國
際
化
す 

る
ブ
ラ
ン
即
ち
國
際
管
理
の
基
で
あ
っ
た
。
而
し
て
此
の
計
畫
は
先
づ
滿
洲
i

し
て
は 
一•
.九
〇
九
年
の
滿
洲
鐵
f

立
案
と
な
っ 

て
.現
は
れ
た
時
の
國
務
長
官
ノ
ッ
ク
ス(philander 

0
. 

K
n
o
x
}

自
ら
の
言
へ
る
如
く
、

JH
に
そ
れ
は
支
那
に
對
す
る
合
衆
國
の 

「

贫
妒

^
政
策
の
^
形
態
に
於
け
る
第
一
步」

(
T
h
e

 irst step 

in 

a n
e
w

 

phase of the 

traditional policy )

で
あ
つ
た
。

國
務
長
官
ノ
ッ
ク
ス
に
よ
る
滿
汧
鐵
道
屮
立
案
は
、
錦
愛
鐵
道
.の
.
利
權
と
.關
聯
せ
し
め
ら
れ
、
此
兩
密
は
交
互
案
と
し
て
巧
み
に
外 

交
上
の
馳
引
に
利
用
せ
ら
れ
た
。
勿
論
其
活
動
の
眞
目
的
が
前
者
に
あ
つ
た
事
は
疑
ひ
を
容
れ
な
いo

併
し
此
事
情
を
知
る
た
め
に
一 

應
錦
愛
鐵
遒
問
題
に
觸
れ
て
置
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
o

錦
愛
鐡
道
と
は
、
京
_

錦
州
か
ら
滿
鐵
及
び
朿
淸
鐵
道
南
線
に
並
行
し
て
北
進
し
、
齊
々
哈
爾
に
於
て
東
篇
道
を
横
切
り
、
遠 

く
シ
ベ
リ
ア
國
故
の
愛
輝
に
至
ら
ん
と
す
る
全
長
約
三
千
支
證
及
ぶ
大
鐵
道
で
あ

っ

て

、こ
れ
は
嘗
て
一
九
〇
七
年
s

i

ン
グ 

商
會
が
敷
設
權
を
得
、
證
資
本
が
ス
ト
レ

1
ト
を
介
し
て
割
込
ま
ん
.と
し
た
新
民
屯
I

法
庫
門
鐵
道
を
更
に
數
倍
の
大
き
さ
に
讓 

し
た
f

の
で
あ
っ
た
。
而
も
此
の
後
者
の
利
權
が
滿
鐵
並
行
数
、I

日
支
條
約
變
で
あ
る
と
い
ふ
日
本
の
杭
f

よ

っ

て 
一
f
L

〇
九
年
八
月
破
棄
さ
れ
た
後
僅
か一

筒
月
餘
に
し
て
、
同
年
十
月
二
日
米
國
投
資
團
及
び
ポ
丨
リ
ン
グ
商
會
は
此
め
更
に
大
規
模
な
る

錦
愛
鐵
逍
利
權
に
關
す
る
協
定
に
調
印
し
て
居
る
め
で
あ
る
。

:

此
の
協
I

調
印
露
ち
此
の
利
權
契
約
の
當
事
者
は
、東
三
省
總
督
及
び
賽
巡
樂
支
那
側)

、米

麗

行

國

9

ド

j

 

 ̂

0
0
, 

K

l
 

Loeb 

&

 co,,:First 

N
a
t
i
l

 

Bank,. 

I

f
 

r

 City B
a
n
k

，
即
ち
モ
ル
ガ
ン
"
ク

ム

•
ロ H 
ブ
財
閥)

及

び

蓄 

の
ポ
i

グ
商
會
で
ぁ
っ
た
。
此
の
協
定
f

 (

1)

東
一
1ー
省
は
米
國
銀
行
國
ょ
り
錦
愛
震
建
設
資
金
を
I

以
下
の
利
子
で 

借
款
す
可
き
こ
と
、(

2 )

こ
れ
が
利
拂
並
に
減
偾
償
却
は
支
那
政
府
に
ょ
っ
て
保
證
さ
れ
、
鐵
道
其
.の
も
の
を
檐
保
と
す
る
こ
と
、 

r
;

い
鐵
霞
設
は
f

リ
ン
グ
會
社
を
し
て
請
負
ば
し
む
る
こ
と
等
望
め
ら
れ
た
。
同
時
に
米
國
銀
行
圈
と
ポ
1

y
ン
ク
S

と
の 

問
に
も
.

1

の
協
表
締
結
さ
れ
て
、
歐
米
に
於
て
購
入
さ
れ
る
鐵
遙
建
設
材
料
及
び
裝
镫
の
尠
く
t

半
分
は
米
國
製
品
た
る
可
く
、
 

且
つ
米
國
財
團
の
推
糲
す
る
特
宛
の
ア
メ
リ
ヵ
人
技
術
家
を
招
聘
し
て
建
設
事
務
に
從
事
せ
し
む
る
こ
と
'等
：
即
ち
通
例
資
本
投
卞
の

曝
合
に
條
件
と
せ
ら
れ
る
や
ぅ
な
一
切
の
取
極
め
が
な
さ
れ
た
の
で
.あ
る
。
r8〕

ベ 
8 ) 

H

I

 

. 

H

I

, 

and Agreements' V. I. pp. 

i—

i
. 

I
n
g

 

-与
.
条 
p
p
v

45—45 *

永
雄
、，
前
！̂
書
三
四
九
頁
以
下
、

蓋
經
讓
查
局
米
國
の
對
支
經
濟
政
策
七
一
一
丁
七
四
頁

.

.
五 

■ 
' 

.

右
の
如
き
錦
愛
證
の
利
權
契
約
が
締
結
さ
れ
た
の
を
見
I

務
眷
ノ
ッ
ク
ス
は
、
共
の
本
来
の
目
標
た
る
滿
洲
鐵
道
を
一
隱 

團
體
に
移
管
す
る
中
立
化
實
現
の
響
が
.到
來
し
た
I

.
で
あ
る
と
信
片

.一
九
〇
九
年
十
一
月
六
日
英
國
宛
め
公
文
書
に
於
て
、
錦 

滿
洲
に
於
け
る
弗
外
交
S

端 

• 

K
九

(

九
四
五)
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滿
洲
に
於
け
る
卵
外
交
の
發
織 

.ゃ 

六
0

(

九
四

六) 

議

道

に

關

す

る

新

協

免

を

通

诸

す

る

と

共

杧

、
：所

謂

滿

鐵

中

3£
案

を

提

議

す

る

に

室
タ
た
の
で
あ
る
。
パ
吣
の
，提
議

は 
一I ,

案

か

ら

成

つ
 

て
居
る
。
：

：

. 

V 

- 

.:

.. 

:
' 

• 

.
-
.
^
.
■

:
■
.
.
.
.

第
一
は
、
利
害
關
係
諸
國
の
貸
與
す
る
資
金
を
以
て
鐵
道Q

所
有
權
を
獲
得
し
、1

定
ブ
ラ
ン
の
下
に
滿
洲
鐵
遒
を
公
平
な
る
管
理

下
に
置
く
こ
と
、
.郎

:t
>
借
款
期
間
^
は

參

加

各

國

め

國

際

，シ

ン

チ

ケ

1

>
を
:1
.で
鐵
^

^
の
；監

督

忙

當

ら

し

む

る

こ

と

0
公
文
書
は

次
の
如
く
述
ベ
¥
居
る
0
.

「
家
那
を
し
弋
滿
洲
に
於
け
‘る
，政
_

'|
:
完
全
&
旱
有
せ
1>
め
、■

又
：門
戶
1
1
及̂

.び

機

會

均

等

主

義

の

適

用

に

よ

o
滿
洲
の
發
達
を
進
涉
せ
し
む
べ
き
最
有
効
の
方
法
は
、
滿
洲
の
：諸
公
遒
即
ち
諸
鐵
道
を
、.1

定
の
方
法
に
よ
り
經
濟
的
且
つ
科
擧
的

に
し
‘て
公
取
無
私
な
る
管
理
下
に
き
く
に
あ
る
。I:.

定

の

方

法

と

：は

、
參

加

希

望

の

：
利

害

關

係

諸

國

よ

り

、

.當

該

目

的

：の
.爲

に

せ

ら
る
V
資
金
に
：よ
り
.、
.諸

鐵

遒

の

斯

有

權

を

支

：那
に
：與

ふ

る

に

あ

^:
。
'而
し

て

，此0
借
款
は
、
支
那
が
特
宛
期
間
內
に
偾
還
し
得
る
こ

と
を
理
.諭

的

に

磘

實

な

ら

し

む

る

に

，足

る

.の

一

間

と

、
.
.銀
行

家

及

び.投
資
家
を
'誘
襟
ず
る
に
足
る
の
諸
.條
#
と
を
具
備
し
居
る
を

要
す
る
。
又
借
款
參
加
國
M
.は
、
共
の
期
間
內
鐵
遒
を
管
理
.し
、_
係
諸
國
政
府
は
■、
■其
の
期
間
內
共
の
國
民
及
材
料
の
佻
給
に
就
き

相
7/
*
:に
.平
等
の
S

に
立
ち
、
翁
一
：.一函
m
對

し

て

優

先

權

を

有

す

る

，
も

.の
と
す
。

.b
IG
提
案
實
行
の
た
め
.に
は
、
現
存
の
滿
洲
諸
鐵
道

を
.囘
收

す

る

袁

及

び

：其

の

特

檄

者

即

ち

安

那

及

日

露

雨

國

は

固

よ

，及

 

>

〕

—

鐵
道
契
約
に
よ
々
特
殊
利
害
を
有
す
る
英
米
兩
國
の
共
力 

を
必
要
と
す
る
。」

. 

.

.

.

，第
一1

は
若
し
第
—
提
議
が
全
然
實
行
不
可
能
な
る
場
合
、
.
.英
米
兩
國
政
府
は
外
交
上
.錦
愛
鐵
道
協
定
を
支
持
し
、
右
線
の
敷
設
資
金 

及
敷
設
工
事
.に
關
し
關
係
醫
の
參
加
を
勸
誘
す
る
と
と
.。

而

し

：て

：
-

「

當
該
鐵
道
及
び
今
後
商
業
發
達
.が
.必
要
と
ず
.る
追

加

：鐵

逍

に

投

，資
し
、
暴

設

.

i
し
|

’
|

と

同

一

系

蹵

/-
玄

那
.
C
V
依
り

て'買
.收V

ら
'る
.，喜

合

其

の

資A奮
供
給
す
る
‘こ
と
.
。

」

..
'

.

ノ
ッ

ク

.
ス

隹

摩

11

月
t
/v
f

 

I
て

日

蕾

國

筹
 

'翌
一
九 
一.o
年
一
月
.

k

 

. 

，•
日
I

諸

證

m

l

一n

 

Vト」

を

翁

し

I

國
S

係
I

I

議
，し
S

.

1諸
鐵
I

中
立
I
 

.

_
米
蠢

裏

爾

の

歸

趨

を

蒙

す

る

も

の

.含

、り
、
そ

ば「

對
支
特
鏡
滿
米
國
傳
統
政
策
の
.雾

1エ
に
'於
け
る
身
一
步」

4
で
ぁ 

る
I

,
べ

ゼ

居

る

。f
 
!
ト
メ 

V
ト
は
中
立
•寒
の

；
趣

靈

夏
 

へ
，.ィ
の
.門
戶
開
放
政
策
は
、
I

の
f

パ 

望

權

の

‘保
全r

 

毒

I

翁

レ

て

董

。
而
し
て
米
國
.の
信

ず

.
る

所

重と、
霞

を

し

.て 

:

滿
洲
I

け
1

政
權
I

牵
に
i

背
し
め
、
鐘

観

¥
適
I

ち
れ
た
高
戶

1

1

^

.
t

s

l

?，
：
|

効
I

 

.
一.方
策
は
、、
滿
洲
め
諸
鐵
道
を
所
I

方
政
策
I

除
外
し
k
淸
國
に
其
I

證

'の

所

有

權

を 

%

、
響

的

I

で
：
且I

平
無
養
る
管
理
,

i
く
I

I

.る一。」

そ

穿

f

は
フ
ッ
ク
ス
'
S

れ
ば
t

i

l
諸
國 

■に
羞
國
際
管
理
_

畫
.

1
奚

？

f

 

I

r
 

l
人
•ン
ト
I

f

 
 ̂

■る
計
寒
に
i
.つ
て
、「

淸
I

I

不
可
侵
：

f

i

暴

■

展

备

®

重

規

：綦

國

麄

意

讓

茗

盤

磊

篇

■

麗

の

P

M

決
&

際
的
f

を
I

し
■'

q

機
f

興i
、

滿
洲
を
|

|

商
_

中
立
地
と
な
し
、
斯
く
て
世
界
平
和
に
大
に
貢
f

. 

.

: 

. 

-
-
-

.
あ

る o
(
s
>

 

-
V
,
' 

'
 

'
 

■
 

^
 

^
 

-

:
\
v 

:
 

‘
 

:
 

.
 

•

|

|

|

義

端

：
 

'
7

 

^
 

.

1

....
 

,
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滿
洲
.に
於
げ
る
弗
外
交
：の
發
禪
 

：

六
ニ 

(

九

四

'
ソ 

'.

0

0
永

雄

前

掲

書

三

ー
.〇
丨

三一
I

頁
及
び
：

H
M

四
！
三1

五

頁

c3
.
S
.
F
O
r
e
f 

M
a
t
i
i
，cl910)

ぎ

5

萏
 

:
召

.

0

ド

‘

—

ニ

因
八

丄
1四
九
頁

.

.

.

. 

.

•
.

ノ

ッ
ク

ス

の

右

の

.提

議

及

び
ス
テ
.1
ト
メ
ン
ト
を
一
瞥
す
る
散
ら
ば
、

•滿
鐵
中
立
.案
の
本
態
が
如
何
な
.る
も
.の
で
あ
つ
た
か
V
容
易 

に

首

肯

か

れ

得

や

ぅ

。

其

の

何

れ

の

場

合

に

於

て

も

、
右

の

提

案

が

米

.國

の

傳

統

的

對

支

政

策

た

る

門
戶
開
放
主
義
；の
適
用
に
過
ぎ
ね 

と
い
ふ
翦
：を
主
張
し
て
居
る
。
h
戶
開
放
-
機

會

均

等

は

洵

；に

望

ま

し

き

.國
際
的
政
策
■で
：あ
る
と
言
は
ね
ば
，な
ら
ぬ
。
又
支
那
を
し
て 

滿
洲
に
於
け
る
全
政
權
を
究
全
に
享
有
せ
し
め
、
且
つ
滿
洲
鐵
道
に
就
_て
の
.支
那
の
.所
有
權
を
確
立
す
る
と
い
ふ
描
案
は
、
外
觀
^
支
' 

那
に
凿
し
て
遊
だ
公
花
且
つ
友
說
的
で
あ
る
。
然
る
に
斯
か
る
提
案
の
根
底
.に
横
は
つ
.て
居
る
も
.の
は
、.滿
洲
に
於
け
る
R
Jf
兩
國
づ 

旣
得
權
益
^
排
除
す
る
こ
と
に
.よ
つ
て
，
こ
れ
を
國
際
的
管
理
の
下
に
移
し
、
然
る
後
：次
笫
.に
こ
れ
が
支
配
權
を
掌
握
せ
ん
と
す
る
所 

の米
！
：

資

本

の

：飽

く

な

ぎ

貪

慾

で

.あ
つ

た

。

當

時

獨

逸

：の

.一
新
聞
が
ノ
ッ
ク
ス
の
中
立
案
を
批
評
し
、
来
國
の
提
案
の
眞
意
が
來
し
て 

極
3|
:
に
灰
け
る
門
戶
開
放
を
目
的
と
す
る
も
の
な
.り
_や
否
や
は
頗
る
疑
問
な
り
と
し
、
.第
一

に

.此

提

案

は

米

爾

對

支

投

資

團

の

慫

慂

に 

出
で
.た
る
.も

の

で

あ

り

、
而

も

米

國

資

本

團

の

自

的

と

す

る

所

は

、
，
初
：め

滿

洲

鐵

道

を

國

際

的

に

中

立

と

t
次
い
で
米
國
資
本
に
よ
り 

其
の
實
權
を
收
め
ん
と
す
る
も
の
.で
f

-
第
一
一
.に
此
霞
は
外
交
上
日
本
を
不
利
に
陷
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
來
國
を
有
利
な
.る
地
& 

に
導
か
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
何
故
か
と
い
ふ
に
此
提
案
は
日
本
が
之
を
拒
絕
す
る
こ
I

激
想
し
、
其
場
合
に
は
米
國
が
政
台
的 

爭
闘
を
排
す
る
た
め
に
な
'せ
る
平
和
的
且
つ
.經
濟
的
&
る
提
案
に
同
意
せ
ざ
る
事
を
以
て
、
日
本
が
國
際
祀
義
の
上
か
ら
_
ぷ
せ
ら
れ 

る
事
を
期
待
し
た
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
の
は
、
事
實
の
眞
相
を
•緒
つ
.た
批
評
で
あ
っ
た
と
思
：は
れ
る
。
旬
紙
ま
明
C
右
の
楚
案
を
汉

て
米
國
：が
直
接
日
本
を
敵
と
し
て
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
斷
言
し
て
居
る
0ハ20)

J

獨
紙
ニ
ン
ブ
ー
ル
ガ
！

ナ
ッ
ハ
リ
ヒ
テ
ン」

e
i
l
u
r
g
e
r

 

N

I

I

O一
九 
一
O

S
月
十
三
日
及
十
因
日
付
に
揭
敕
さ
れ 

:

たr

滿
洲
鐡
道
.

」

及
びr

獨
趣
と
米
國
の
提
案
し
と
題
す
る
ニ
誠
說
。
永
雄
前
掲
S

一
三
三
1
四
頁
I

に
據
る 

.右
の
如
き
提
案
が
滿
洲
I

て
旣
£

固
I

I

を
保
有
し
て
踅
日
露
兩
國
に
ょ
つ
て
直
ち
に
I

さ
れ
た
こ
と
は
理
の
當
然 

と
言
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
奮

は

..一
九 
一
0
年
一
月
一
不
一
日
付
窗
國
務
長
官
宛
の
馨
實
於
て
次
の
如
く
其
の
I

I

を 

表
坍
し
た
。

「

米
國
政
府
は
此
の
提
案
を
以
て
、滿
洲
に
於
け
る
支
那
政
權
を
絕
對
的
に
.確
保
し
、
n
戶
開
放
主
義
の
適
用
に
ょ
る
同
地
方
開
發

 ̂

貢
献
す
I

良Q

方
f

 

f

 

v

f

」

が
、
現
在「

滿
洲
I

け
る
淸
S

.盡

.

1
門
戶
I

主
義
I

威
す
る
何
も
の
も
裳 

し
.て
居
る
と
は
思
は
れ
ぬ
。」

從
つ
て
滿
洲
：.

|
狀
に
於
て
米
國
政
府
が
主
張
す
る
菅
麗
を
今
日
提
案
せ
ね
I

ら
ぬ
I

理
由
を 

發
見
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。
又
露
國
の
套
か
ら
す
れ
ば
、「

米
國
政
府
I

の
如
き
滿
洲
諸
鐵
道
|

際

的

霊

は

本

政

裳 

麗

墓

|

私
の
利
益
を
|

し
く
.阻
害
す
る」

が
故
に
、
こ
れ
I

す
る
I

出
来
ぬ
。
'即
ち(

.一〕

東
淸
獲
特
許
期
間 

は
八
十
年
で
あ
り
、
I

Q
霞
響
行
最
短
期
盟
三
十
六
年
で
あ
つ
て
尙
三
十
年
を
餘
し
て
居
#

社
は
、
鼎
 

て
經
營
方
針
を
立
て
、
居
る
か
，ら
、
右
期
i

則
に
、
こ

れ

が
諸
特
權
を
拋
莱
せ
.し
む
g

木
當
で
|

"(

ニ)

東
淸
鐵
道
は
多
く
の
補 

助

議

及

、|

理
施
設
I

設
し
、
且
S

の
|

に
.は
鐵
遒
の
社
會
的
信
用
を
前
提
と
し
て
®

'之
を
無
視
し
て
議
の
現
f

變
更
ず
i

と
ば
不
當
で
あ
る
。(

1
5本
線
は
大
.シ
べ
リ
ア
線
の
一
部
分
と
し
て
歐
露
西
歐
諸
國
と
極 

滿

洲

に

於

け

る

弗

外

交

办

發

端

t
一

一

(

九
四
プ)
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督

遙

絡

す

^
囊

货

あ

.眞

.
^

f

*
國
'は
迗
.を
«
の
.家
11
下
：に
餘
¥>
'て

馨

妻

1

_
條

仲

：を

適

聲

そ

，れ

^

適

せ

し

め

ね

ば

な

l

l

l

s

l

s

l

l

^

o

 

-

;

»
國

畜

妇

付'の
白
.本

政

府.の
.囘

答

は

フ

眞

府

か

ら

提

案

^
反

對
U
、
&
隹

以
'て
、
ポ

ー

ッ
マ
'ス
條
約
背
反
.で
あ

.
る

と

論

難

ハ
し̂

。「

，
ポ(

1
.
,
ッ
<マ
.ス
：條

德

滿

德1
久

め

：̂

を̂

建

る

を

闰

的̂じ

そ

居

る

タ

而

し

セ

、
塞

政

府

.は

.1
1
1
:̂

條
約
を
^
聲
に
嚴
守

す
备
を
规
で
->
滿

洲

ぬ

及

安

寧

と#
常

塚

る

發

展

と

を
^

す̂

务

に

骰

る

，保
證
で
?>
る
と
信
じ
.て
居
るO

」

然
る
に

時

「

ボ
！
ッ
.T
:ス
1

:

^

^
じ̂
く
背
屏
せ
_る
.
$
-
^
評

畫

し

：
て

磨

る

^

日

本

が

^
の
^
_

に

反

對

す

る

最

道

製

點

は

比

點

样

あ

兔̂

啐

囘
#

^

^

.の
如

义

述̂
て

唇

0々「

霞

の

領

土

锻

全

及

び

猜

_
全

部

に

於

け

，
る

機

會

均

等

生

管

^

^

る̂」

と

い
；
ふ

事

に

は

阡

本

も

亦

«
心
^

^
賛
成
ず
る
4
併
し
規
在
.，「

滿
_
:に
於
セ
：.の
み
特
ー
に
：
清
1

^
權

：：
の
、
享

有

が

'#
犯
；せ

ら

れ

，た

る

實

情

を

.認

办
得
な
い」

從Q

.て「

滿

洌
^
於
.て
，
' 

Q.

•み
支
：那

の

他
^
相
分
と
異
.
%る
.特
殊
の
制
度
.，を
#

^̂

す
る
.や
ぅ
な
特
殊
の
事
情
を
發
見
す

る

•

 

.

 

•
*

£
.と
.は
出
來
な
，s
o

」

況
ん
や
一
國
の
管
理
に
代
ふ
る
に
國
際
管
理
を
以
て
す
る
こ
と
は
、
經
濟
的
に
も
能
率
的
に
も
不
利
益
で
あ
る
か 

泰

か

る

提

案

を
#
攣

|

|

不

可

釋

ぁ
る

.
9
衷

如
1

き
が
提
案
反
‘對
(0
主
耍
理
出
ヤ
.
.あ
る
.が
、
.尙
他
.に
，「

看
過
し
得
ざ
る
&
 

力
：な
：る
#

H
J
.
:

が
I

.

.

9そ
れ
は
；

n
r

本
の
.滿

證

：乘

は

，
、

滿

鐵

.沿

線

の

日

本

人

の

各

種

八

||
-
:
_へ
の
投
資
利
益
.を

害

す

_る

も

の

で

あ

る

か
 

ら
、「

帝
國
政
府
.は

共

の

信

用

上

又

實

详

上

.、保
護
と
防
鐵
と
を
與
へ
得
.る
手
段
：を
微
囘
す
る
こ
と
に
，
同

意

し

得

な

い

」

の

で

あ

る

と0

8

.

.

.

有

の

如

，

.く

中

立

，壤

纪

：
對

す

る

'0
.本

：
の

孩

對

わ

主

_た
る
理
.由
..は

：、

此.の
捣
案
^

マ
ス
條
約
の
背
反
で
あ
る
と
い
ふ
阽
に
あ
り
、

(

(

マヤ;:

露
國
反
财
は
そ
れ
が
直
瀵
淸

■

の
利
裏
關
プ
る
と
い
ふ
點
に
存
_

の
で
あ
る
が
、
，其
の
重
.激
の
置
き
所
は
違
つ
た
と
し

 ̂

も
、
.滿
洲Q

諸
鐵
道
.の
權
利
を
國
際
管
理
V
委
ね
る
こ

と
が
兩
國
の
此
地
'域
に
保
有
す
る
權
利
義
務
と
到
底
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る 

と
い
ふ
見
解
f
c於
て
兩
國
は
I

.
に

£

し
た
。〈

而
し
て
こ
れ
を
歐
羅
圯
列
强
の
泣
場
に
就
て
見
れ
ぱ
、
被
等
は
共
に
日
看
國
の
此 

の
斷
平
た
る
.反
對
K
對

:D
て
'抗
議
す
可
含
何
等
の
■

も
持
た
な
か
つ
た
。.：英
國
-は
ノ

-y
ク
ス
の
.提
案
に
答
へ
て
主
義
と
し
て
は
滿 

洲
に
於
け
る
諸
證
中
立
案
に
賛
成
で
は
|

が
瑰
在
の
實
際
間
題
.と
し
て
は
實
行
，不
可
能
で
あ
る
が
故
に
、
.之

を

支

持

し

得

ざ

る
旨 

を
言
明
し
、英
國
の
輿
I

亦
日
英
同
思
立
場
か
ら
日
I

主
張
を
支
持
し
た
。
怫
蘭
西
に
就
て
言
へ
ば
、東
淸
鐵
f

關
す
る
露
國 

と
の
密
接
な
る
.鑫
關

係

が

# ：
在
す
る
以
上
其
の
立
場
は
至
極
鮮
明
で
あ
つ
て
、
露
國
と
共
に
米
國
案
を
拒
否
し
た
0
斯
く
て
ノ
、
ク 

ス
案
は
、
,

に
於
て
.贫
怫
兩
國
P
如
き
利
害
關
係
を
有
せ
ざ
る
證
に
.ょ
.つ
.
.て
、顧
か
に
原
則
上
の
支
持
を
得
た
の
み
で
あ
つ
た
力 

其
の
獨
逸
の
囊
す
ら
前
述
の
如
く
、
菌

の

滿

證

出

の

.無
を
見
拔
く
こ
と
に
^

^

蘭̂
題
に
積
極
的
に
參
ヵ
す
る
こ
と
を 

戒
め
だ
の
で 
f
o
.
+
•'.
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: 

'
.ゝ
斯
く
で
滿
鐵
-
3
-t'
索
に
茗
て
滿
洲
の
利
權
に
S

.
む
こ
と
に
，失

敗

し

た

雪

资

窗

は

再

び+

月

一

百

の

協

1 

疋に
立
戾
つ
て 

袅

交

W

案
だ
がi

影

道

S

に
賴
ら
.ね
ば
I

な
が
つ
.た
.
o
:だ.が
.こ
'免

る
と
い
ふ
日
露
兩
國
の
.
®

1.

一
の
覆
な
る
抗
議
に
遭
遇
し
た
。
併
し
吾
々
は
今
萣
錦
愛
靈
問
題
に
關
す
る
紛
爭
を
記
述
す
る
煩
を 

雜
け
た
ハ
と
思
も
。
錦
愛
鐵
道
利
權
と
は
如
何
な
る
も
の
，で
t

か
は
旣
に
說
明
し
た
し
、
之
に
對
す
る
各
國
の
立
場
は
獄
中
立
案

:

|
含

同

様

I

つ
：f

.
い

泰

I

摘

す

れ

ば

勢

象

ら

で

t

じ
.滿
洲
：に
於
け
る
#
外
交
^
發
囑
 

：
；六
：
,

-S
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J
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'

,

ぶ

S

中

龙

案

及

汰

錦

詹

如

上

Q

失

敗

比

總

告

鄭

な

.冬
理
敗
に
酿
せ
じ
む
可
き
で
ぁ
る
知
0.
モ
丨
ズ
は
之 

を
以
て
瞎
紙
據
官S

ッ
ク
ス
*が
次
齡
關
傲
^
充
分
理
解
し
歡
な
か
ユ
た
と
い
ふ
點
に
乘
^ ;
て
經
る
0そ
れ
は
(1
)
、極
取
問
題
は
歐
羅
巴 

外
交
と
密
接
に
結
命
し
て
居
る
と
い
ふ
事
、
(2
)
合
衆
國
以
外
の
列
强
は
支
那
帝
國
の
領
土
保
#
に
左
程
眞
摯
な
關
心
を
有
せ
ざ
り
し
こ

と
'、
:-
(
3
)
璐
幣
に
證
る
ア
ス
丨
.ヵ
外
交
0,
蓊

：は
、
常
に
文
#
、
是

等

窥

蹵

■

歡

福

す

螽

Co
.强
齓
と
か
少
く
と
も
部
分 

g

養

时

t

當

坐

&
得
可
自
<
今

簾

.§緣

識

ぬ

於

で

ー

慶

_

蒼

苓

ね

を

勝

ふ

る

ご

と

だ

く

 
§

t

s

$

る

く

衾
(1
-

«
で
お
.る
と

い

ふ

こ'と
0线

.
-
.
.
-
•
.
.
.
•

こ
.
.
.
.
.
：
.

、

 

• 

- 

, 

. 

• 

.

,

米
國
が
武
力
.を
用
..ひ、
.若
ぐ
は
敦
_

使
用
を
以
て
；脅

孪

讀

志

裏

且

つ

米

國

_

,ゆ
：家

持

を

得

る
^
の
-と
信

じ

た‘
 

國
々
に
ょ
.つ
て
外
交
上
.
^
に̂
陷
れ
ら
れ
た
こ
と
0しC

H
O
m
b
e
c
k
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t
 

•

.だ
が
之
を
概
括
的
に
言
へ
ば
、
滿
洲
を
中
心
と
す
る
當
時
の
國
際
政
治
的
關
係
が
、
米
國
に
ょ
る
斯
か
る
提
案
を
當
然
無
效
な
ら
し

••. 

.

. 

..
 

■
 

.

.. 

'
 

…

'

め
ざ
る
を
得
な
か0

奪

い

ふ

事
紀
歸
賓
す
る
。「

當
時
列
■

間
に
稃
し
_

麗
に
就
て
見
る
と
、
此
計
晝
が
決
し
て
何
等
の
成
功
，
 

c

t込
が
な
か
夕
■

汰
明
膨
甚
る
。
.
1
.
.
而』

て
斯
か
る
國
際
政
浒
的
糧
と
.は
.又
當
然
國
際
資
本
_

的
關
係
の
上
に
立
脚
す
'

る
所
の
も
の
f
 

◊
.
た
。
除

s

f

霖
列
强
が
5

ダ

ヵ

資

本

勢

ガ

と

费

、
.
美

麗

 

そ

、

れ
に
伴
つ
て
生
.ず
可
き
棄
な
隱
的
危
機
を
肩
し
て
ま
で
'も
、
¥
洲
に
斯
か
る
投
资
|

-

|さ
|

を
得
な
い
た
め
に
は
I

 

.
 

に
大
な
冬
咼
■

本
の
.膝

溶

存

し

：
な

く

：
て
は

&

&
な

か

袁

ブ

丸

ー

o
年
の
世
界
帝
國
主
義
は
滿

f

‘タ
I 

S

 く I
m

s

想

f

奮

地

領

f

有

し

塞

た

の

裏

^

英
國
に
と
？

は
、
印
度
の
寶
庫
及
び
f

s

の
賴
民
地 

る
■

的
_

蠢

保

妒

る

た

め

自

V

ぼ
本
E

て
恵
洲
へ
の
投
資
を
獨
占
せ
し
む
る
f

.放
て
爵
せ
な
力

.つ
接

尊

s

p

:同
：様
.
■
國
.窗
盟

國

.

2

®

■.
敦

が

^
^

♦

.象

て

S

I

の
：1

る
。
1
-'
,
:擗

I

I

.の
卞
I

.で
譲

の

I

を
固
守
せ
4

す
I

露
兩
國
I

I

力

：
は

、

今

や

强
 

表

^

_
勢
_

毒

極

柬

_

尋

冷

_

資
_

患

そ

_
際
的
に
被
立
'せ

総

、
優
患
れ
杧
辈

^

',
1

る
。
故

I

フ

ネ

ド

塗

裏

S

I

し
.

く
し
：で
企
て
ら
れ 

>
.歐
洲

諸

國

蛛

府

湯

す

塞

：羅
提
靡
は
折

て
は
菌
政

.府

の

動

機

が

炎

正

無

菜

る

も

ぬ

：：
に

非

ず

.と
す
る
深
い
讓
を
生
ぜ
し
む
る
に
‘至
つ
た
.
ノ
.
ク
ス
の
霞
は
淸
レ
夕
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す
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野
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l

益
：の
I

と
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ふ
共
同
目
的
に
§

接
近
せ
.し
め
.る
に

役

立

：っ

た

に

過

ぎ

ぬ
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l
九
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1

0
年
.七
月
.四
.日
、;-
0
露
诩
國
_は
、滿
洲
に
於
け
る
各
自
鐵
道
の
改
善
と
發
展
.の
た
め
に

友

好

的

協

力

金

な

す

こ

と

.、

及

び

滿

洲

に

於

け

る

現

狀

を

維

持

尊

重

し

、

.
現
.狀
を
侵
迫
す
可
き
性
質
の
事
件
に
就
て
は
協
力
し
て
之
に

.

.

.
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常
る
可
.き
こ
と
に
就
て
の
，一
 
協
宛
を
締
結
ム
た
0(

:@
此
の
双
殳
は
龙
に
ノ
ッ

.
ク
ス
の
#

*
を
排
_
.せ
る
日
露
兩
國
.の
共
同
戰
線
を
世

. 

'

猓

；に

公
表
し.た
る
も
の
'で
あ
っ
た
。
斯
ぐ
.て
米
pi
國
務
错
の
支
援
の
下
：に
華
> 
し
く
繰
出
し
た
米
國
資
本
園
の
新
潮
即
ち
弗
外
交
は
、
. 

ii
-
洲
わ
關
ず
る
限
り
に
於
て
.は
、
其
の
第
'

4

歩
'に
於
，て
.敗
北
し
た
O
C-2
7
V
' 

: 
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思

：/
日
本
帝
國
が
滿
洲
に
獨
占
的
支
配
を
確
-*
す
る
の
は
仲
々
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

日
本
は
炎I

炎
と
'こ
れ
を
築
.き
上
げ
て
來
た
。
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'本
は
外
交
手
段
に
ょ
っ
て
幾
多
の
特
權
を
得
て
居
た
し…
•滿
洲
に
於
て
は
、
他
の
ど
ん
な
强
國
が
支
那
の
ど
ん
な
地
方
で
も
享
街
し

.

-

* 
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•
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• 
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.. 
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. 
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‘
：
.
,

.て屛
な
い
や
ぅ
な
行
励
の
自
甶
を
確
保
し
て
居
た
に
も
拘
ら
ず
、
日
本
は
完
全
に
滿
洲
を
支
配
す
る
に
至
ら
ず
、
滿
洲
を
他
な
列
强
.の 

.

.影
響
か
.，ら
完
金
に
引
き
離
す
こ
と
が
吡
來
な
か
っ
た
0
:
.
:
日
本
は
此
問
題
の
解
決
'の
た
め
に
極
カ
努
カ
し
て
來
た

0
日
本
は
日
.英
同 

. '

盟
を
橄
に
し
.て
带
政
ロ
シ
ア
を
破
り
、
以
て
滿
洲
に
.確
乎
た
る
地
涉
を
得
た
ば
か
り
で
な
く
、
.口
シ
ア
を
敵

'國
'か
ら
同
盟
國
に
轉
ず
る 

:

こ
上
が
出
來
た
。I

九
〇
七
年
、
一
九
；1
0年
及
：びJ

九
ニ
六
年
9
日
镙
條
約
は
、
日
龙
に
南
滿
洲
、
.苽
部
闪
蒙
古
の
'『

勢
カ
脑
圍』 

ま
た
は『

利
益
範
園』

を
確
保
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
日
本
は
此
の
條
約
に
ょ
っ
て
第
三
國
の
侵
害
か
ら
右
の
勢
力
範
圍
を
鐽
る
に
當

l

l

_

l l
l

;

i

i

l i
l

^ i
i

l !
I

E

が

i

s
っ
て
挫
折
し
、
r

f
力『

|

交』

は
| :
の

ー

第

一

霉

敗

北
|

し

た
。
>

^

-

•

:
:太 

戰

.
邦

譯
1

一
〇
八
1
九
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.

.

:
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.ァ

/

七 

.

.

.

.

.会
の
記
述
に
ょ
？

晋

.々
は
、
日
露
I

8

V
議
資
本
の
滿
洲
市
場
|

の
た
め
®
摩

が

、
•相
次
ぐ
失
敗
と
挫
折
に
も
拘 

ら
ず
、
如
何
に
執
拗
|

力
を
襲
し
來
っ
た
か
.慕

察

し

た

O

I

ば
何
が
故
^
^

嘗
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
。
來
國
が
其
I

的
活
動
に
.於
て
特
I

に
關
心
を
持

I

I

は
f

t

.
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リ
1
.マ
1
は
寧
ら
之
を
政
治
的
の
理
由
に
歸
せ
し
め
て
居
る
。
同
く「

米
國
の
’金
融
的
利
害
の
中
尤
は
滿
讲
で
あ
っ
た
ナ
莫
调 

Q

f
 

I
は

容

い

。
米
國
I

款
l

i

f

滿

洲

に

注

摩

る

皇

g

l

l
し
J

國
の
經
濟
的
利
I

ら

簋
 

、

f

祝
得
I

’そ
れ
は
政
治
的
の
根
據
が
ら
說
明
す
る
の
が
適
當
で
|

。
滿
洲
は
日
淸
|

.のI

以
來
極
來
に
於
け
4

1

 

.

I

政
t

題
と
な
っ
て
居
る
の
で
I

ノ
合
衆
國
が
滿
洲
鐵
道
に
特
別
の
關
心
I

し
た
の
は
、
鐵
道
問
題
の
解
決
が
I

I

の

一

解
決
を
：&
朿
す
る
も
の
で
^.
つ
た
か
ら
で
あ
る」

と
。
§
 

' 

: 

: 
C

..、

..

•

(
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m
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特
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E

於
：け
I

外
'交
；の

幾

織■ 

七
0

C

九
五
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に

私

.<
>
た
の
：で
1

^

>ぅ
か
タ
^

M
§

,c
^
く

か

：ら

滿

洲

植

視.
4て
届
ク*
と

扒
^
事

拟

嘗

て_
衮
の
：
指

摘

せ

る

听

で

あ

る
が
、務

此

の

.滿
洲
祀
對
す
.る
關
心
が
、
.
1度
び
露
西
.龃
の
南
下
政
策
に
脅
か
さ
れ
、
日
露
戰
後
に
於
て
は
#
び
日
木
の
進
出
に
遭

-
, 

.

.

遇
す
る
に
、及
ん
.で
、
'勢

ひ

米

國

；を

し

て

.滿
洲
を
中
心
&
:す
る
國
際
政
治
關
係
.の
中
に
卷
込
.ま
ざ
る
を
得
ざ
ら
し
め
た
の
で
あ
る
0
滿
洲 

を
中
心
と
ず
る
諸
問
題
が
、
旣
に
吾
々
：の
：觀
察

;1
>來
.つ
た
如
く
多
分
に
國
際
政
治
的
^>
意
味
を
持
つ
て
居
る
こ
と
は
事
實
‘で
あ
セ
>
JL 

.

',
.つ

泶

國

が

滿

洲

に

於

，て

從

來

特

に

重

要

&
る

經

濟

的

根

據

を

持

：た

な

：
か

0
た

と
.
4ふ

で

と

も

亦

眞

實

：で

あ

名

。

-#
し

此

事

：は

ハ

リ

：マ
シ 

の
鐵
遒
計
甓
.に
始
ま
る
米
國
资
本
の
沾
動
が
、
其
の
.本
質
に
於
て
經
濟
的
利
害
に
立
脚3

>

て
居
た
と
い
ふ
事
實
を
妨
ぐ
る
も
の
で
は
な 

い
o
此
場
合
.に
於
け
る
米
國
資
本
の
利
窖
は
最
早
や
單
な
る
留
.易
^
の
利
眷
..では
..溆
く
ヤ
、，
世
界
.の
植
與
她
顧
域
に
其
^

•
必
然
的
に
求
め
て
止
ま
ぬ
所
の
高
度
資
本
主
義
的
な
傾
向
で
あ
つ
た
。
此
の
强
大
な
る
米
國
の
投
資
勢
ヵ
が
阈
家
の
政
治
機
關
’
動
か 

し
て
敢
て
極
朿
の
此
の
市
場
迖
干
渉
せ
し
め
た
：の
*
あ
'る

ゃ

而

む

：
，て

嘗

.て
此
.め

領

域

把

確
！
！

衣

る

經

濟

的

地

：盤

を

有

し

故

か

.つ
た
.が
た 

め
に
*
其
活
動
’の
.方
向
.は
自
ら
他
國
の
權
益
，を
棑
除
す
.る
と
'い
ふ
：點
.に
.向
：け

ち

れ

ぎ

：

.る
|:
:得
欢
^

從
り
t
，
一
層
執
勘 

な
る
努
力
を
繼
續
せ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
：.る
。
«
く

て

其

の

：方

策

の

極

虞

る

.所

镇

：.門
戶

開

放

の

傅

銃

的

政

策

を

利

：用

し

.て
滿 

洲
の
利
權
を
先
づ
國
際
管
理
の
•下

に
移
レ
、
然
る
後
自
ら
の
保
有
す
る
强
大
な
ぢ
齋
本
勢
カ
を
以
て
と
れ
が
へ
ゲ
モ
一
一
1
を
棠
捤
す
る 

と
.い
ふ
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
米
國
資
本
が
特
に
滿
洲
に
關
心
を
持
つ
た
理
由
を
、
旣
に
英
•
佛
等
の
歐
羅
巴
列
强
が
確
固
た
る
地
盤 

を
扶
植
し
て
居
た
支
那
の
そ
れ
等
の
領
域
に
•於
'て
雜
ふ
ょ
り
も
、
帝
國
主
義
的
勢
カ
：亂
係
に
，於
て
比
較
的
抵
抗
カ
の
微
弱
で
あ
る
と
思 

は
れ
る
滿
洲
を
選
ん
だ
と
い
ふ
第
實
に
求
め
る
こ
と
は
遲
だ
JH
當
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
に
も
拘
ら
.ず
、
滿
洲
に
對
す
る
米
國
の
關
心
は

.

.

.

.

.

.
 

.! 

_
_
_
_
_
_

_
_
_

_
_— . — 
_

_
_
_
_

__

_
_
_
_
_
_
_
_
_:

_
_
_
_
_

_
_
_
_
^

：

_
_
_
_
_
_

_
——

-
-
-
-
-
.

——

 

■
!
!
.

.

.
 

.

.

.
 

.

.

.

.

.

.

.

..

.

.

.

.

.

.

.

.

.
i
»
.
t
i
i
s
l
g
?
i
.
l
»
l
i
l
»
-
»
a
.
n
m
§
i
-
.

EHHm

I

j

メ
リ
力
帝
國
生
義
と
，の
不
可
避
的
な
る
對
立
關
係
で
ぁ
ク
た
？

(
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.前
揭
•
拙
稿
參
照

■'
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：

'
 

I

滿
洲
に
f

 

t
議

I

繁
米
國
資
本
の
I

は
、
I

t

如
く
其
I

く

が

裔
 

け
る
|

將

來

の

凝

は

此

時

ま

で

蒜

I

せ
：i

.
居

戀

見

る

羞

出

來

る

。
.

1
蟹
に
對
す
る
そ
の
政
f

 

於
て
、
米
國
が
ラ
テ
ィ

V
-

 

T メ
リ
力
其
他
I

民
她
領
域
.に
對
■す
る
靈
忙
於
け
る
と
同
様
、
米
國
國
務
省
と
金
融
的
投
資
勢
力
と 

、の
間
の
陲
め
V

I
な
る
結
合
が
猫
f

れ
る裏

：？

 

ふ
事
を
看
取
す
る
名
と
が
1

%

 

1

1力
と

結

合

し

耳

つ

こ

れ

f

:つ
S

接

：に

籠

さ

れ

た

米

國

投

羅

力
：？

斯

.か

る

.

弗

巢

」

書

值

$

试

れ
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る
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リ
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主
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手
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B外
交
は
我
が
.调
民
的
S

S

理
的
な
.靈

•で
.
■
.
て
^

.
に

糧

ず

事新靈翁的參

I

梂
ク
S

猛

貿

I

霞

憲

幾

人

を

®

^
る
S

t

l

; 

:

t

l讓

I

舞
し
、
且
つ
外
交
的
活
動
に
ょ
つ
て
、
嘗
て
資
本
又
i

f

場
I

外
に
求
め
f

し
も
將
來
求
^
^
^
^
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：
l
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v
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議
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舉
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^
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利

益

で

：あ

る0
,現

祛

支

那.の
大
.問
題

は

融

資

の.題

，.で
.あ

る:-
0

其

解

決

に

赏

つ

て

吾
>
が

實

豐

：
の

發

言

權

を

賦

與

さ

れ

，て

居

る

こ

と 

は
支
那
の
利
益
で
.あ
り
、.
且
つ
合
衆
國
が
支
那
の
借
款
交
渉
に
於
て
能
動
的
な
役
割
を
持
續
し
て
居
る
こ
と
：は
ア
メ
リ
力
貿
易
の
叩
益

で
あ
る J:

と
O
C30)
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，大
統
領
タ
フ
ト
は
一
九一

1

1年
十
ニ
月
三
日
!1
會
に
與
へ
た
對
外
關
係
に
關
す
る
メ
セ
ー
.ジ
•で
次

.の

如

く

言

つ

て
居
る
。「

支
那
に
於 

け
る
同
國
の
自
生
獨
立
を
可
能
な
汐
し
む
る
た
め
の
，金
_
投
資
を
獎
勵
す
る
政
策
は
、
.，，門
月
開
放
.政
策
：に
對
し
.て
新
生
命
と
實
際
的
® 

用
と
を
與
ふ
名
の
結
*
と
.な
，つ
た
:°
,現
政
府
の
終
始一

賞
せ
る
目
的
は
、
支
那
が
合
衆
國
其
他
の
列
强
と
の
：條
約
で
誓
つ
た
根
本
的
諸 

改
革
を
進
渉
.せ
し
め
自
國
の
：開
發
を
訐
る
に
際
し
、
.ア
メ
リ
ヵ
資
本
0
利
用
を
惩
憑
す
る
に
あ
つ
た

1_
:

:と
.
0
<
;
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.

.

:而
し
て
ー
度
び
央
敗
に
終
つ
た
極
來
に
於
け
る
弗
外
交
が
、
爾
後
の
期
間
に
於
て
如
何
に
重
大
な
效
梁
を
齋
す
に
至
つ
.た
か
に
就
て 

は
支
那
に
於
け
る
國
際
偕
款
團
の
成
立
と
米
國
の
關
係
を
論
述
す
る
次
の
機
會
に
於
て
取
扱
ふ
こ
と
^

し
た
い
と
忍
ふ
。
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4
交

四
〇

一
頁

k

g

i
本
篇
は
拙
稿「

ジ
3

ン
•

へ
ィ
の
P

戶
開
放』

宣
言
.1
_(
本
誌
^.
5

一
月
號
所
揭)

の
續
篇
を
な
す
も
の
で
あ
つ
て
、「

支
那
に
於
け
る
ァ
メ 

I

帝
國
義
活
励

b

1

節
で
1

0 

■
は

县

歡

■

歐
洲
大
戰
に
至
る
期
間
の
米
國
の
對
支
.S
中
、滿
洲
に
關

す

る

部

分

の
 

会
取
扱
は
れ
て
席
る
。
你
滿
洲
に
關
す
る
も
の
だ
け
に
就
て
も
、
此
外
に
一
九 
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